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序  文

この報告書は、県営ふるさと農道緊急整備事業に伴い、平成ll年度に実施した高野原遺跡における埋蔵

文化財発掘調査の報告書であります。

この調査により、後期旧石器時代から縄文時代を中心とした遺構や遺物などが検出され、南九州の当時

の歴史を解明するうえで多大な成果をあげることができました。

この発掘調査で明らかにされたものは、先人が残した私たちの文化遺産であり、これらの成果を活かす

ことが、我々に課せられた重大な責務と考えております。本書が町内に所在する文化財の保存に役され、

また本町の学術資料として学校教育、社会教育などに幅広く活用頂ければ幸いに存じます。

尚、発掘調査を実施するにあたり、関係各者より頂いたご指導とご協力に対し、心から感謝を申し上げ

ます。

平成14年 3月

高岡町教育委員会

教育長 中山芳教



例  言

1 本書は、県営ふるさと農道緊急整備事業 (小山田地区)に伴い、1999年度 (平成ll年度)に実施した

埋蔵文化財発掘調査の報告である。

2 黒耀石の産地同定は藁科哲男氏 (京都大学原子炉実験所)に依頼し、分析結果は本書「第Ⅵ章 分析」

に掲載させていただいた。その他の石材については、その鑑定を宍戸章氏 (南九州大学非常勤講師)に

依頼し、それを元に廣田が分類した。

3 放射性炭素年代測定及び植物珪酸体分析は、株式会社古環境研究所に委託した。

4 石器の実測については、藤木聡氏 (宮崎県埋蔵文化財センター)の御指導のもと、その一部を株式会

社エーテイックに委託し、その他の石器及び土器の実測は、松本安紀彦

(高岡町教育委員会)の協力を得て行なった。

5 高野原遺跡の遺跡番号は207で、第 1地点20701、 第 2地点20702、 第 3地点20703、 第 4地点20704と

し、出土遺物は高岡町教育委員会に保管している。遺物の注記は、「遺跡番号―土層番号―遺物取上番

号」を基本とし、収蔵番号については、「報告書シリーズ番号+報告書内遺物番号」としている。

6 人類史研究会第12回大会において、概要報告を行なっているが、本報告の内容を優先する。

廣田晶子2000「宮崎県高岡町高野原遺跡のAT下位出土石器」『人類史研究会第12回大会発表予稿集』

7 本書の編集及び執筆 (第Ⅵ章を除く)は、廣田が行なった。
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凡  例

1。 遺物分布図中の遺物間の接合関係は結線で示した。石器は剣離の順番を下記の要領で示した。

新しい剖離 

―

 古い剥離

同時の制離 
…

2.石器実測図中の微細剥離、敲打痕、磨痕はそれぞれ下記の矢印によって示す。また、実測図中の斜線

は節理面である。

一
中  ゝ

敲打痕微細剥離

3.法量の単位はcm(最大長 。最大幅 。最大厚)と g(重量)である。

と
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はじめに

第 1節 はじめに

1 遺跡の位置と調査経緯
遺跡は、宮崎県東諸県郡高岡町大字高浜 1457番 地外に所在する。調査の契機は、まず、平成11年 2

月に文化財の有無についての問い合わせがあった。そして4月 に、ふるさと農道建設に伴う仮設道の設置

について、宮崎県中部農林振興局 (以下県振興局)と 町教育委員会とで、埋蔵文化財の取り扱いについて

の協議が行なわれた。その中で全体計画が示され、仮設道も含めて周知の遺跡に係ることから、路線内の

分布調査を実施することとなった。 5月 に町教育委員会が宮崎県教育委員会文化課 (以下県文化課)立ち

会いのもと分布調査を行ない、さらに6月 29日 から7月 15日 で確認・試掘調査を行ない、 8遺跡14箇所で

遺跡の保存状況が良好であることがわかった。その結果をもとに7月 末から8月 にかけて県振興局、高岡

HJ農村整備課、県文化課、町教育委員会とで協議を行なった。その結果、仮設道工事を急ぐことから、そ

こに所在する高野原遺跡を最初に調査することとなった。

調査期間は平成11年 10月 5日 から平成12年 3月 31日 までである。

2 調査組織

調査主体 高岡町教育委員会

調査

1999年度 (平成11年度)

教 育 長     中山 芳教

社会教育課長    水谷 泰三

社会教育課長補佐  梅元 利隆

文化財係長     黒木 敏幸
主任主事      島田 正浩

嘱 託       廣田 晶子

整理

2001年度 (平成 1

教 育 長

社会教育課長

文化財係長

主 事

嘱 託

3年度)

中山 芳教

赤池 敏寛

島田 正浩

廣田 晶子

松本安紀彦

また、調査を実施するにあたり、地権者の方をはじめ関係各位のご理解とご協力を頂いた。また、発掘

調査から整理報告に至るまで、多くの方のご指導 。ご助言を得ている。記して深謝を表したい。 (敬称略、

50音順)

青山尚友 (宮崎県総合博物館)、 泉拓良 (奈良大学教授)、 岩永哲夫、日高広人、藤木聡、松本茂 (宮崎

県埋蔵文化財センター)、 佐藤宏之 (東京大学助教授)、 桑波田武志、宮田栄二 (鹿児島県埋蔵文化財セン

ター)、 来畑光博 (都城市教育委員会)、 池田朋生、木崎康弘、村崎孝宏 (熊本県教育庁文化課)、 橘昌信

(別府大学教授)、 鎌田洋昭、下山覚、中摩浩太郎、渡部徹也 (指宿市教育委員会)

-9-
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第 2節 遺跡の環境

1 地形的環境
高岡町は山林が70%以上を占める。その町中央を蛇行しながら大淀川が東流し、それによって形成され

た河岸段丘からその東側に広がる宮崎平野を一望できる。この大淀川に起因する自然環境が大きく人々の

生活を左右していたことはいうまでもなく、しかるに歴史的要因にも導かれていた。遺跡は大淀川南岸に

形成されたもっとも古いと考えられる河岸段丘上にある。その南側は高岡山地が広がる。高岡町の地形に

ついて合原敏幸氏 (1)は「高岡町南部の高岡山地中央部及び東部には白亜紀の四万十累層群に属する砂

岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層が分布しており、一部玄武岩、凝灰岩などの塩基性岩類が含まれる。内之八

重付近の砂岩頁岩互層中には塩基性岩類に伴って、厚さlm～ 2mのチャートが見られる。高岡山地西部

には、古第二紀の四万十累群に属する砂岩を伴う頁岩、砂岩貢岩互層が分布しており、高岡山地を南北に

横切る高岡断層によって前述の白亜紀の層に接している。高岡町の中心部付近及び高岡山地北部には、新

第三紀の宮崎層群に属する砂岩、泥岩、砂岩泥岩互層が広い範囲で分布している。本層は四万十累層群を

傾斜不整合の覆う海成層で、貝、カニ、ウニ等の化石を含む。さらに、町中心部付近に及び西部は宮崎層

群を不整合に覆い第四紀の礫、砂、及び粘土からなる段丘堆積物、主にシラスからなる姶良噴出物、及び

主に礫、砂シルトからなる沖積層がみられる。段丘堆積物、姶良火山噴出物は急傾斜とその上の広い平坦

面や暖斜面から形成される台地状の地形を有している。沖積層は、大淀川、浦之名川、内山川、飯田川等

の河川流域沿いに分布している。」 (高岡町埋蔵文化財調査報告書12集 より抜粋)と している。

(1)高 岡町役場町民生活課係長

2 歴史的環境

高岡町の遺跡は、現在140箇所以上ありそのほとんどは河川により形成された台地上に位置している。

旧石器時代

調査は綾町との町境付近に位置する向屋敷遺跡で実施されている。集石遺構とともにナイフ形石器やス

クレイパーが出上した。また、石材で五女木産の黒耀石が 1点ではあるが確認されている。表採資料とし

ては、野尻町に近い大字浦之名一里山地区で剣片尖頭器がある。今回報告する高野原遺跡は、姶良丹沢

(AT)火山灰 (約25,000年前)下から孝J片石器や礫が出土した町内初の遺跡である。今後報告予定の永迫

第 1遺跡・永迫第 2遺跡は、高野原遺跡と同じ段丘上に位置し、AT下位石器群のほか、AT火山灰層と

小林軽石 (約 16,000年前)混土層に挟まれた層から、象J片尖頭器などが層位的に良好な状態で出上してい

る。

縄文時代

この時代は調査例が多く草創期以外はすべて確認されている。なかでも早期の調査例は多く、天ヶ城跡

をはじめ、宗栄司遺跡、久木野遺跡 (1区～ 4区 )、 橋山第 1遺跡、橋上遺跡、人久保第 2遺跡、榎原遺

跡、中原遺跡が調査されている。天ヶ城跡では、押型文土器と桑ノ丸式土器が大半を占め、その両者の折

哀土器も出土している。橋山第 1遺跡は集石遺構が検出され、前平、吉田、下まJ峰、桑ノ丸、平棒、塞ノ

神、苦浜、押型文等の各形式の上器が出上した。また、久木野遺跡では轟 1式がアカホヤより下層から出
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土した。その他の遺跡でもそれぞれの遺物は出土しているが、石坂式だけは出土が確認されておらず、出

土例が少ない県内にあっては同じような状況である。さらに遺構は集石遺構が中心で高岡町では住居跡は

検出されていない。また、交易圏を考えるうえでひとつの鍵となる黒耀石も九州島各地のものが出上して

おリデータの蓄積をおこなっている。前期は久木野遺跡第 1区で包含層から轟B式が出土している。中期

は同じく久木野遺跡で春日、大平、岩崎下層の各型式のものが出上している。後期は的野遺跡で阿高系・

岩崎下層式、綾式土器などが出土した。橋山第 1遺跡では阿高系の土器や疑似縄文の上器が出上した。さ

らに久木野遺跡では円形竪穴住居跡とともに北久根山式が出土している。城ヶ峰遺跡では市来式や北久根

山式が出上した。また、表採資料ではあるが山子遺跡、赤木遺跡等でも確認されている。晩期は黒色磨研

土器が学頭遺跡から出上している。

弥生時代

調査された遺跡からはⅣ～V期が中心に出上しておりそれ以前の時期は出土例が少ない。標高15メ ート

ル程の微高地状のところに位置する学頭遺跡からは断面V字状を呈する溝状遺構や竪穴住居跡が検出され

た。舌状の丘陵先端部の位置する的野遺跡では、後期の上媛墓が検出された。

古墳時代

調査は、まず、住居址の調査としては人児遺跡や高岡麓遺跡第 5地点がある。高岡麓遺跡では 2軒の竪

穴住居跡が検出され 5世紀中頃に比定されている。また、八児遺跡は側壁にカマドが付設された竪穴住居

跡 (7世紀代)な どが12軒以上検出された。両遺跡とも標高がほぼ同じで大淀川の氾濫源である低地に位

置しており、農耕集落の一端をみることが出来る。次に墳墓の調査としては久木野地下式横穴墓群がある。

今まで 4基の調査がおこなわれ、人骨とともに鉄斧や玉類が出上し6世紀前半としている。また、町内に

は 3基の県指定古墳があり円墳となっている。その古墳付近で耕作中に壺が 2点と鉄製品が発見されてい

る。

古代

高岡周辺は浄平年間 (931～938年)の和名抄によると、その当時は「穆佐郷」といわれていた。それよ

り遡る時代の遺跡が履近の調査で確認されている。一つは蕨野遺跡で、大淀川北岸の丘陵 (大字花見)に

位置し、 9世紀後半の上師器の椀、皿などを生産した焼成遺構が 6基以上検出された。三生江遺跡や的野

遺跡からは同時期の越州窯系青磁椀や緑釉陶器などが出土している。また、宗栄司遺跡や二反野遺跡で土

師器椀が出土している。古代の墳墓としては、八児遺跡から胡洲鏡、鈴、石鍋等を副葬した土壊墓が検出

されている。

中世

建久図田帳によると高岡は、12世紀には「島津庄穆佐院」といわれていた。その後、南北朝期を経て、

島津氏と伊東氏の対立を迎える。その中心となったのが穆佐城である。穆佐城は足利尊氏が九州の拠点と

したことからはじまる。その後、島津久豊・忠国の居城、そして伊東氏48城のひとつとなっていく。平成

3年には穆佐城の縄張り調査を実施し、その成果として、南九州特有の特徴をもつとともに機能分化のみ

られる山城であることがわかった。そのような中で、穆佐城周辺の大淀川沿いにも小規模な山城が点在し、

戦国時代から近世へと移っていく。

-12-
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近世

中世までは高岡の中心地は穆佐城周辺だったのに対して江戸の時期になると天ヶ城周辺に一変する。鹿

児島藩は、天ヶ城と穆佐城の裾地に多くの郷士を移住させ麓を形成させた。そして、綾、倉岡とともに関

外四ヶ郷として、特に高岡郷はその中心として鹿児島藩の東方の防衛の要として発展する。高岡の地頭仮

屋を中心に広がる高岡麓遺跡は、計画的な街路設計がなされ、郷士屋敷群と町屋群に分割されている。

調査はすでに12箇所以上で実施され、町屋を調査した第 1地点では大火跡と思われる焼土層の下から素堀

の井戸や土坑を検出した。さらに、第 5地点では郷士屋敷群の一角を調査し建物跡や陶磁器類を検出、第

8地点では武家門の下部構造を明らかにさせた。このように近世期の発掘調査は高岡麓遺跡だけに留まっ

ているが、道路脇などにある石塔類からも当時の状況を知ることができる。近世墓群の調査に今後報告書

刊行予定である上倉永の人反田・川子地区墓地群がある。これは近世の農村形態などを知る手がかりとし

て重要な資料となり得る。

第 3節 調査の概要 と基本層序

1 概要
高野原遺跡は、大淀川南岸の最も古いと考えられる河岸段丘上に位置する。標高は約80mである。遺跡

の南西側は谷が入り込む。確認調査の結果、第 1地点から第 4地点で文化層が確認された (第 2図 )。

第 1地点～第 4地点について本調査を行なったところ、主として後期旧石器時代から縄文時代早期にか

けての遺構及び遺物を確認し、下記の成果を得た。

地点名 時代 主要な遺構 。遺物

第 1地点 後期旧石器時代後半

縄文時代早期

ナイフ形石器、 スクレイパー、敲石

土坑、知覧式上器

第 2地点 後期旧石器時代後半

縄文時代早期

ナイフ形石器、細石刃核

押型文土器

第 3地点 縄文時代早期 敲石、剥片

第 4地点 後期旧石器時代前半

縄文時代草期

石器ブロック、ラウンドスクレイパー

土坑、打製石鏃

2 層序
土層堆積状況は、

あり、アワオコシ、

各地点それぞれで異なる状況である。

AT(姶良丹沢)火山灰、小林軽石、

このうち、第4地点は、土層堆積状態が良好で

牛のすねローム、アカホヤ火山灰といった、年

-13-
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代の指標となる火山性降下物が明確に確認された。また、第 1地点の深堀 トレンチでアワオコシ以下段丘

堆積物までの堆積状況について把握できた。

第 1地点、第 2地点、第 3地点の層位は、基本層序に当てはまらないものが多く、その層位については

各地点ごとで新しく設定した。

高野原遺跡の基本層序は、以下の通りである。

1層

2a層

2b層

3層

4層

5層

6層

7層

8層

9a層

9b層

10層

ll層

12層

13層

14層

15月藝

16層

17層

18層

19層

20層

21層

22層

表土

アカホヤ火山灰二次堆積層

アカホヤ火山灰一次堆積層

牛のすねローム層

褐色土層

小林軽石混褐色土層

明褐色粘質土層

AT(姶良丹沢)火山灰二次堆積層

AT(姶良丹沢)火山灰層

火山灰 (少)混黒褐色土層

火山灰 (多)混黒褐色土層

暗褐色土層

火山灰混黒褐色土層

アワオコシ風成層

アワオコシ層

オコシ層

オコシローム層

イワオコシ層

キンキラローム層

姶良岩戸火山灰層

黄橙色粘質土層

高崎新田スコリア層

粘質土層

段丘堆積物

※ 1～12層は第 4地点、12～228は第 1地点で確認された堆積状況である。
なお、13層～22層の層名は、宍戸章氏の御教示による。
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第Ⅱ章 第 1地点の調査

第 1節 調査の方法 と層序

1 調査の経過と概要
第 1地点は、周囲よりも約 3m高い微隆起状の地形である。調査区南側には谷が入り込む。調査区は近

年まで蜜柑園として利用されていた。地元者の話から、平坦面を作るために造成が行なわれていたことが

明らかとなり、それをふまえた上で調査を実施した。

重機により表土を除去後、調査区全面を作業員によって遺構検出していったところ、調査区南側では旧

石器時代の遺物が、調査区北側では縄文時代の遺物が出土した。造成の影響により場所によって堆積状況

に差異があることが判明した。そのため、 5本のトレンチを設定し堆積状況を確認した (第 3図 )。 予想

以上に樹根による攪乱を受けていたため、土層の把握は困難を極めた。

調査区は北～東部、南～西部に大きく三分害Jできる。

調査区の北～東部にかけては、表土直下に縄文時代早期の包含層が堆積する。そしてその下層に小林軽

石をブロック状に含む褐色土層が堆積する。一部にAT火山灰層の一次堆積層が残存する。

南～西部にかけては縄文時代の包含層が削平され、旧石器時代の包含層が表土直下にある。その下層は

アワオコシ風成層が堆積する。

このことから、第 1地点を含む微隆起状の地形のもっとも高いB4グ リッド周辺は造成によって削平を

うけており、そのときに、調査区南～西部の縄文時代の包含層が削平されたと考えられる。

第 3図 第 1地点周辺地形図

第 1地点

●
/

＼

-16-



近
　
が
　
　
旧
　
況

想

1軽

|は

iを

８４
．
Ｏｍ
一

Ｃ CI

― ―
エ

E・
一げ

訂
＼

頭
　

多

多

努

キ

84.Om

＼

ヽ
慈
＼＼

第 4図 第 1地点上層図

一-17-18-―

と



―

第17図で示した遺構配置図のコンタラインは縄文時代の包含層を除去した段階のものであるが、調査区

南～西側にかけては、削平を受けており、さらに隆起した地形であった可能性が予測される。

また、北側の斜面を掘削中にAT火山灰と思われる黄色火山灰が検出されたため、深堀 トレンチをあけ

たところ (土層A北 )、 通称第 3オ レンジと呼ばれる姶良岩戸火山灰の堆積が確認された。この深堀 トレ

ンチで、アワオコシ、イワオコシ、姶良岩戸火山灰といった、指標とされる火山性降下物がほぼ水平に堆

積し、最下層には段丘堆積物が確認された。

調査は、AT層上面相当層までは全面掘削し、東部のATが良好に残存している部分でその下層の 9層

を掘削した。しかし、遺物・遺構は確認されなかったため第 1地点の調査を終了した。

2 層序

第 1地点は、旧石器時代～縄文時代の遺物が出上している。包含層は基本層序に該当しなかった。

基本層序に当てはまるものはその層位名を、その他の土層については新しく、 i、 �、�・・で表示した。

旧石器時代の遺物は、�b層、�層に包含される。�層は、植物珪酸体分析と青山尚友氏による鉱物分

析から、上位から小林軽石、AT火山灰、 9層中の鉱物が含まれていることが判明した。肉限での分層は

できなかった。

縄文時代の遺物は、�層、�a層に包含される。

土層A(第 4図)で示すように、深堀 トレンチで確認された第12層～第22層 はほぼ水平に堆積している。

1層  1 表土
�層  1 明褐色±  211111前後の橙褐色粒・黒色鉱物、 l llull前後の青白色鉱物を含む。比較的軟

らかく粘質はない。きめが細かい土質。

�ia層  1 晴灰褐色土 やや粘性を帯び、硬く締まる。 l llllll前後の青灰色鉱物、1.511ull前後の暗灰色
粒を含む。

�ib層  1 暗灰褐色土 比較的軟らかく粘性を帯びる。ぼそぼそした粗い土質。1.511ull前後の暗灰色
粒を若干含む。

�層  1 暗褐色土  火山灰を多く含むサクサクした土質。粘性はなく、比較的締まる。硬質の
黒色ブロックを多く含む。

v層  I AT火山灰と9層の黒褐色上が混在した層
7層  I AT火山灰二次堆積層
8層  I AT火山灰一次堆積層
9層  1 火山灰混黒褐色土層  土壌にクラックが入った状態。黄色火山灰を多く含む。
12層  | アワオコン風成層
13層  | アワオコシ層
14層  | オコシ層
15層  | オコシローム層
16層  | イワオコシ層
17層  | キンキラローム層
18層  1 姶良岩戸火山灰層
19層  1 黄橙色粘質土層
20層  1 高崎新田スコリア層
21層  1 粘質土層
22層  1 段丘堆積物
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第 2節 旧石器時代の調査

調査区南～西部にかけて旧石器時代の遺物が出土した。�b層、�層に包含される。

�層は調査区北部では表土直下に位置する。そのため、樹根などの影響でかなり攪乱を受けていた。

また、�層出上の石器と�b層出上の石器が接合していることなど、遺物の上下が認められた。

遺構は検出されなかった。

1 遺物

分布状況

遺物は、調査区南～西側のA3-B3グ リッド周辺で出土する (第 5図 )。

石材による分布の傾向は確認されなかった (第 6～ 8図 )。 利用石材は多様で、流紋岩、黒耀石、チヤ

ート、ホルンフェルス、安山岩、砂岩のほか、黒色でぬめり感のある石材 I、 ややざらつきがある石材 J、

暗灰色で緻密な石材 L、 縞模様を呈する石材Mがある。各石材の特徴は、表 8に示す。

石器 (第 11図～第16図 )

ナイフ形石器 1点、スクレイパー 4点、二次加工剰片 8点、微細素J離あるまJ片 14点、手J片 34点、石核 7

点、敲石 3点、磨石 1点が出土した (第 9図 )。

このうち13点が 5個体の接合資料となった。

ナイフ形石器 (第 11図 1)

とは縦長剖片を素材とする。左側面にブランテイング加工が施される。右側縁の先端側には微細象J離が

観察される。先端は欠損している。石材は頁岩源のホルンフェルスを用いる。

スクレイパー (第 11図 2～ 5)

2は縦長素J片素材のスクレイパーで、両側縁に腹面から加工を加えている。右側縁には微細景J離が観察

される。 3は素材予J片の剥出にあたって、礫面が打面とされ頭部調整がなされる。鋸歯状の二次加工が施

される。石材 I製である。 4は右側縁に微細剣離が観察される。使用によるものと考える。 5は腹面と背

面の両面から二次加工が施される。

二次加工象J片 (第 12図 6～ 13)

6は下縁に二次加工が施される。右側縁には微細剥離が観祭される。掻器の可能性がある。 7は右側縁

に二次加工が施される。素材剥片は、その剣出の衝撃によって打面から縦に裂けている。 8は下縁に二次

加工が施され、微細象J離 も観察される。9は左側縁に二次加工が施される。右側縁には微細最J離が観察さ

れる。10は右側縁に背面側から二次加工が施される。削器の可能性がある。11は頭部調整がなされる。縁

辺に二次加工が施される。流紋岩製である。12は横長剥片で縁辺部右角に細かな二次加工が施される。13

の上面に見られる加工は打面調整の可能性もある。縁辺には微細剤離が観察される。流紋岩製である。

微細剣離あるall片 (第 12図 14～第14図 25)

14は頭部調整が行なわれる。縁辺に微細剣離が残される。15は流紋岩製である。18～ 21は縦長象J片を用

いている。22は縦長剥片の尾部が折れているもので折れ面に微細剥離がある。24は剖片手J離時に頭部調整

―-20-一
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下

が行なわれる。25は縁辺部先端と、左側縁部に微細剥離がある。

なお、接合資料の場合は、接合資料の頂で説明する。

剣片 (第 14図 26、 27)

27は縦長求J片である。流紋岩製である。

石核 (第 14図 28、 29、 31、 第16図 37)

28・ 29は打面転移して剖片剖離が行なわれたことが伺える。31は接合資料 1の、37は接合資料 3の石核

である。

接合資料 (第 14図～第16図 )

接合資料 1(第 14図 30、 31)

剥片 1点、石核 1点の接合資料である。礫面を打面としてまJ片手J離がなされる。部分的に打面調整が確

認される。30は石核31の小口より剤離されるため先細りの縦長手J片 となっている。流紋岩製である。

接合資料 2(第 15図 32～ 35)

微細剣離ある剥片 1点、剣片 4点の接合資料である。32→ 12→34+35→ 33の順で剥離される。33は微

細剥離が観察される。石核はない。石材は黒色でぬめり感のある石材 Iである。

接合資料 3(第 16図 36、 37)

36は剥片、371ま石核である。流紋岩製である。

接合資料 4(第 16図 38、 39)

剥片 2点の接合資料で石材 I製である。剥離時の衝撃で打点から縦方向に裂けている。

接合資料 5(16図 40、 41)

微細剣離ある剥片 1点、景J片 1点の接合資料である。折れ面の接合面に微細剥離が観察される。微細剥

離は折れに伴う可能性が高い。石材 I製である。

敲石 (第 16図 42、 43)

42は、砂岩製である。右側縁に敲打痕が顕著に観察される。重量は418gで ある。43は ほぼ全周に敲打

痕が観察される。使用による衝撃で一部が欠損する。重量は108gで石材は Iである。

止
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第11図 旧石器時代遺物実測図(1)
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第13図 旧石器時代遺物実測図(3)
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旧石器時代遺物実測図(4)
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第16図 旧石器時代遺物実測図(6)
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第 3節 縄文時代早期の調査

調査区東部から北部にかけての斜面を中心に縄文時代早期の遺物が出上した。第 4図で示す�層、�a

層が包含層である。

遺構は、土坑 5基が検出された (第 17図 )。

1 遺構 (第 18図 )

1号土坑

B2グ リッドで検出された。長軸120cm、 短軸80cmの精円形を呈する。床面は長軸80cm、 短軸40cmの隅

丸方形でほぼ平坦である。その床面の長軸上に直径 8 cmと 6 cmの ピットを26cmの間隔で有す。土坑は残深

120cmで壁面は80度以上の傾斜で立ち上がる。

埋土は①～⑤層に分かれる (第 18図 )む 埋土中には土器 3点 と多量の礫が含まれていた。土器のうち、

床面直上のものは、斜方向の貝殻条痕調整ののち、口唇部に斜方向の連続刻み日、口縁部に横位の貝殻刺

突文が 3条巡り、さらに縦位の貝殻刺突文が胴部にかけて施される。内面は丁寧なナデを施す (第 19図 44)。

これは新東晃一氏が言うところの知覧式土器註1)で、早期前葉のものである。埋土中～上部のものは知覧

式土器・条痕文土器各 1点である。細片のため図化していない。なお、埋上の鉱物分析を青山尚友氏に依

頼し、底面ピットの埋上で植物珪酸体分析も実施した。

註1)新東晃- 1989 「早期九州貝殻文系土器様式」『縄文土器大観 1』 小学館

2号土坑

D3グリッドの斜面で検出した。平面プランは長軸130cm、 短軸75clllの楕円形でやや南側に張り出す。

床面は長軸95cm、 短軸70clllでやや北側へ傾斜する。凹凸があり、長軸上の2ケ所に直径10cmと 8 cmの ピッ

トを有する。残深110cmで壁面は80度以上の傾斜で立ち上がる。

埋土中には土器 5点と礫 3点が含まれていた。床面直上のものは、斜方向の貝殻条痕文を施した土器 1

点である。埋土中～上位のものは、斜方向の貝殻条痕調整ののち縦位の鋸歯】大貝殻腹縁刺突文をめぐらし

た知覧式上器 2点 (う ち 1点は第19図 46)、 斜方向の貝殻文系土器 1点 (同 45)、 細片のため詳細が不明な

土器 1点である。床面ピット内の上壌で植物珪酸外分析を実施した。

3号土坑

B3グ リッドで検出した。平面プランは長軸150cm、 短軸80c皿の隅丸方形で北東側にやや張り出す。床

面は長軸95cm、 短軸42cmの隅丸方形でほぼ平坦である。長軸上に直径 6 cmと 9 clllの ピットを33cmの間隔で

有する。上坑は残深130cmで、75度～80度の傾斜で立ち上がる。

埋土中には、焼礫を含む多量の礫がまんべんなく含まれ、さらに検出面近くに無文土器 1点が含まれて

いた。上位の礫に敲石 1点がある (第 19図 47)。 埋上の下半部はやや粘質を帯び非常に硬く締まり、小林

軽石起源と見られる黄橙色軽石や青灰色鉱物を含む。上半部は、比較的ソフトで黒灰色プロックを含む。

埋土上位にはAT火山灰が若千含まれる。壁際の埋土には壁面の黒色ブロックが混じる。床面ピット内土

壌で植物珪酸体分析を実施した。

―-34-―
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1号土坑

3号土坑

1号土坑埋土

①黄掲色上
白灰色ブロックを含む。粘質はな
くパサパサしている。樹痕の可能
性がある。
②暗掲色土
灰色ブロックを含む、軟らかく粗
い土質。AT火山灰含む。
③褐色土
サラサラした軟らかい土質。AT火
山灰含む。
④褐色土
黒色ブロック少し含む。やや粘質
があり、軟らかい土質。小林軽石

含む。
⑤褐色土

④層よりも赤褐色がかる。ややし
まりがあり、粘質を帯びる。

∞
ユ

ヽ
ヨ

1          遭|

83.5m

5号土坑

81.9m

第18図 遺構実測図(1)
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第19図 遺構内出土遺物実測図

4号土坑

C2グリッドで検出した。平面プランは、長軸75cm、 短軸63cmの精円形である。床面は長軸65cm、 短軸

40cmの長楕円形でやや東へ傾斜する。平面プランより軸が25度北へ向く。残深20cmである。

5号土坑

D2グ リッドで検出した。平面プランは長軸140cm、 短軸90cmの楕円形である。床面は直径約60cmの ほ

ぼ正円形を呈する。床面は平坦でピットはない。土坑の残深は120cmで ある。土坑の立ち上がりは、中位

までは75度～85度の傾斜であり、中位から上位にかけてラッパ状に開く。

埋土は下半部は硬くしまったブロックが詰まり、上半部はふかふかした軟らかい上が堆積する。検出面

近くに焼礫 1点が含まれる。

小結

検出した土坑は以下の 3つ に分類できる。

①平面プランが楕円形もしくは隅丸方形を呈し、床面プランは隅丸方形で長軸状の 2ケ所にピットを有す

る。75～90度の傾斜で立ち上がるもの。 (1号、 2号、 3号土坑)

②平面プランが楕円形を呈し、床面プランが円形で床面にピットのないもの。(5号土坑)

③平面プラン、床面プランが精円形を呈し、床面にピットがないもの。(4号土坑)

2 遺物
分布状況

遺物の分布は北斜面のA2グ リッドと東斜面のD2グ リッドに集中する。B2-C2グリッド周辺は包
含層の堆積はあるが、遺物は出上しない。

土器 (第23図48～ 53)

包含層中から19点の上器片が出上した。縄文早期前葉に該当する知覧式土器 1点のほか、押型文土器、

工

―-37-―
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第24図 縄文時代遺物実測図(2)

貝殻条痕を施す土器などがある。その他表土から、押型文土器などが出土した。

48、 49は山形押型文土器である。49は肥厚する口縁部に斜位の山形押型文、口唇部に横位の山形押型文

が施される。内面はナデ調整が施される。50、 51は楕円押型文土器である。内面はナデ調整が施される。

52は斜方向の貝殻条痕が施される。裏面は丁寧なナデ調整が施される。53は、幅 2 11un程度の工具で斜方向

の沈線が施される。

石器 (第23図54～ 5、 第24図 )

縄文時代の包含層中から出土した石器のほか表土出上のものに当該期の資料がある。

打製石鏃 1点、二次加工刹片 1点、微細刹離ある刹片 7点、景J片22点、石核 7点、凹石 6点、磨石 2点

が出土した。

―-42-一
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打製石鏃 (第23図 541

54の 1点のみである。基部に三角形状の快りが施される。チャート製である。

二次加工剣片 (第24図 60)

60は下縁に加工が施される。

微細剣離ある剣片 (第23図 55、 第24図 61)

7点出上した。55は平面三角形を呈し、両側縁に微細鎖雌がある。61も 55と 同様、平面三角形を呈する。

剣片 (第23図56)

56はチヤート製の剣片である。礫面から剖離される。その他に黒耀石や流紋岩の制片も出上している。

黒耀石は、自然科学分析の結果、桑ノ木津留産と白浜産と判明している。

石核 (第24図 62)

3点出上した。62は石材 Iの石核である。厚手の剣片を素材とし、周縁より不定形剥片が剖離される。

凹石 (第23図57～ 59)

57は、表面と裏面にそれぞれ2ケ所の敲打による凹面が残る。58は表面に3ケ所、裏面にlヶ所の敲打

による凹面が残される。その他に同様な凹石が 3点出上している。

59は同様な窪みが観察されるが、敲打痕ではなく、摩滅している様に見える。凹みは2ケ 所観察され、

lヶ所は欠ける。扁平な板状の礫を用いる。台石としての用途が考えられる。凹石はすべて砂岩製である。

磨石

尾鈴山酸性岩の磨石片が 2点出土している。

―-43-―



第Ⅲ章 第 2地点の調査

第 1節 調査の方法と層序

1 調査の方法
耕作土を重機で除去したのち、包含層を手グワで掘削した。包含層の堆積状況はよくなく、縄文時代か

ら旧石器時代の遺物が混在して出土した。遺物は、�層上面から五層下部にかけて出土した。�層の下層

には褐色土 (�層)が堆積しており、ともに基本層序にはない土層である。�層以下は幅約80cmの トレ

ンチを設定しAT火山灰層まで掘削したが、遺物の出土がなかったため調査を終了した。

2 層序
表土直下に遺物を包含する�層、�層が堆積する。下層の�a、 b層は、無遺物層である。

�a層に含まれる黄褐色軽石は、肉眼観察では小林軽石の可能性が高い。

北6

10m

1層  1 表上    耕作土。上部 (la)は褐色土、下部 (lb)は明るさを増す。
ii層  1 明褐色土  サラサラした粘質のない土質。第 1地点の�層に似る。
�層 1 橙色土   粘質がなくサラサラしている。直径 1～ 3mmの責褐色軽石を含む。第 1

地点の�層に似る。

�a層  1 褐色土   黄褐色軽石を含む。やや粘質を帯びる。
�b層  1 褐色上   �a層 と比べ粘質が強く、暗い。粗い土質。
7層  I AT風成層  AT火 山灰の風化したブロツクを含む。しまりがあり硬い。
8層  I AT火山灰一次堆積層

第25図 第 2地点遺物分布図
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第26図 第 2地点土層図

第 2節 包 含 層 の調 査

遺物は�層から35点、�層から2点、表土中から数点出土した。

1 遺物

分布状況 (第25図 )

遺物は 15グ リッドとH4グ リッド南東側でまとまって出上した。土器は15グリッドでのみ出土して

いる。礫は、遺物が集中する 15グ リッドで多く出土するが、遺物が出土していないG4‐H4グリッド

でも出土している。

土器 (第29図63)

63は口縁部の小片である。口唇部に連続刻目が施され、内面は原体条痕が施される。外面は摩滅により

不明である。この他表土中から貝殻文系土器が出土した。

石器 (第29・ 30図 )

旧石器時代から縄文時代のものが混在して出上した。64、 65はその器種や剥離方法から、旧石器時代の

遺物と考えられる。

ナイフ形石器 (第29図 64)

64は、右側縁にブランティング加工が施される。素材剖片は礫打面より手J離される。石器基部には素

材剖片の打点が残される。刃部先端部に微細剖離痕がみられる。材質は石材 Iである。

石核 (第29図 65)

65は剖離面打面で連続的に剥片剥離される石核である。船野型細石刃核のブランクの可能性が高い。
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○ 流紋岩

□桑ノ木津留産黒耀石

△ チャー ト

●砂岩

▲ 石材 I

O石材」

△ 石材 K

◇ 石材M

□ 石材 N

十

北6

66～841よ、旧石器～縄文時代の石器である。

二次加工剣片 (第29図 68、 69)

68は、側縁に二次加工が施される。桑ノ木津留産黒耀石製である。剥片は小角礫の一角に剖離を加え、

稜を形成したのち剥離されたものである。691よ、細かい二次加工を連続的に施す。

微細all離ある象1片 (第29図70～第30図 78)

70～78は、微細刹離を有する手J片である。72・ 74・ 75は流紋岩製である。

Hll片 (第29図 66、 67、 第30図 79、 80)

66、 67は、頭部調整が行なわれた剥片である。66は石材 I製で、微細素J離がある。67は砂岩製で礫面を

打面にしている。

79・ 80は、まJ離時の衝撃で打点から縦方向に裂ける。素材は、 2点 とも流紋岩である。

石核 (第30図81)

81は石核である。寸詰まりの不定形剣片が剥離される。

接合資料

接合資料 5(第30図 82、 83)

余J片 2点の接合資料である。83→82の順で剖離される。

磨石 (第30図84)

84は、砂岩製の磨石である。片面のみに磨痕が残る。

７
　
　
　
　
　
　
０

▲　　　▲
”″　　▲

第27図 石器石材別分布図
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□

□

ナイフ形石器

2次加工all片

微細剣離ある剥片

all片

石核

敲石

磨石

荒6       ~

第28図 石器器種別分布図

3 月ヽ結
包含層である�層から出土した2点は剥片であり時期を特定できない。�層は旧石器時代～縄文時代早

期の遺物が混在しており、遺物の共伴関係や詳細な時期については明らかにできない。その中で時期を特

徴づける遺物が若千出土しており、少なくとも3期抽出される。

①ナイフ形石器文化期 64のナイフ形石器 1点。

②細石刃文化期 65の石核が細石刃核ブランクであれば、65の船野型細石刃核が該当する。同質の石材

の剣片は出上しているが、細石刃はない。

③縄文時代早期 63の土器相当期である。内面に原体条痕を施す押型文土器に含まれる。詳細な時期は不

明である。

以上の旧石器時代二時期、縄文時代一時期の遺物が混在する遺跡であることがわかった。剥片 。石核 。

磨石もおそらく旧石器～縄文時代に収まるものであろう。
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第29図 第 2地点遺物実測図(1)
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第Ⅳ章 第 3地点の調査

第 1節 調査の方法と層序

1 調査の方法
第 3地点は南東区と北西区の2ケ所を調査した。両区ともに土層の堆積状況は悪く、表土と12層アワオ

コシ風成層の間に包含層が 1層存在した。北西区については、アワオコシ風成層が不自然に削平されてい

ること、遺物出土層の堆積が南東区に比べ粗いことなど、包含層であるのかどうか疑問点があった。しか

し、整理作業の段階で、第 3地点の北西区の礫砕と第 1地点の焼礫に接合が確認された。この原因として、

第 1地点を造成した時に、その廃土を第 3地点北西区に移動させた可能性が考えられた。そこで北西区の

遺物を含む層は第 1地点からの客上であると判断し、出土遺物はすべて一括資料として扱うことにした。

南東区のみ包含層として捉える。

2 層序

包含層は1層のみで、表土直下の褐色土層から遺物が出上している。その下層はアワオコシ風成層である。

基本層序の小林軽石混土層やAT火山灰層は欠落している。

±17 土フ 北 7

嗚8性車草=土===型
m

第31図 第 3地点全体図

第 1層

第�層

第12層

表土   耕作土
褐色土  比較的さらさらした粘質のない土質。
アワオコシ風成層

一-50-―
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第 2節 包含層の調査

第 3地点の旧地形は谷に向かって緩やかに傾斜している。遺構は検出されなかった。

1 遺物

�層出土遺物

第32図87は石材」の剣片である。微細剣離が観察される。88は砂岩製の敲石である。表面・裏面中央に

敲打痕がある。遺物は 2点のみで土器は包含層中からは出土しなかった。

一括遺物

南東区表土出土遺物、北西区出土遺物は一括して扱う。

土器

第32図85は、沈線が格子目状に施された土器である。胴部から口縁部にかけて直線的にやや外傾する。

貝殻文系の塞ノ神式土器と思われる。

その他に細片のため図化していないが、山形押型文、楕円押型文、只殻文系土器が出土している。

石器

第32図 861ま、黒耀石製剥片である。自然科学分析の結果、桑ノ木津留産であることが判明している。

上 。下端部に剖離が確認できる。楔形石器の可能性がある。その他、腰岳産黒耀石製剖片 1点、石材 I

製剥片 5点、砂岩刹片 1点、尾鈴山酸性岩製磨石片 1点が出土している。

~@~ι

 鯵
86

第32図 第 3地点遺物実測図
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第V章 第 4地点の調査

第 1節 調査の方法と層序

1 調査の方法 (第33図 )
第 4地点は蜜柑園が広がる台地の縁辺部に位置する。地元車通行用仮設道路を確保した上で、長さ105

m、 幅 6～7.5mの調査区を設定した。調査は調査区を南半部と北半部に2分割し、南半部から開始した。

南半部の調査は表土を重機で除去後、 2層～ 7層 を人力で掘り下げた。 2層では土坑及びピットが検出

された。 3層及び 4層では縄文時代早期の土坑と集石及び遺物が確認された。調査区境付近で土坑が検出

されたため、一部調査区を拡張した。 5層の小林軽石混土層で土坑 1基を検出し石器 1点が出土した。 6

層と7層 は無遺物層であつた。 8層のAT火山灰層は約70cm堆積していた。それを重機で除去後、 9層の

掘削を人力で行なった。直径約15mの範囲内で石器や礫が100点近く出上した。遺構は検出されなかった。

下層の10層を10cm程度掘削したところ、石器集中部で10層上面から遺物が出土した。石器集中部のみll層

まで掘削し、遺物の出土がなかったため、南半部の調査を終了した。

北半部の調査は重機にて表土を除去後、 5層まで人力で掘削した。 2層では遺構、遺物はなかった。 3

層と4層で、縄文時代早期の上坑及び遺物が確認された。調査区境付近で土坑が検出されたため、一部調

査区を拡張した。 5層では遺構、遺物は確認されなかった。南半部で遺構や遺物が確認されなかった 6・

/
第33図 第 4地点全体図
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第34図 第 4地点土層図
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7層及び 8層 AT火山灰層は重機で除去した。 9層 を入力で掘削したところ、 9層上位で石器 1点が出土

した。 9層 を全面掘削後、10層上面で遺構検出を行なったが、遺構は確認されなかった。10層上面の測量

を行ない、北半部の調査を終了した。

さらに、南半部の 9層で検出された石器集中部は半円形を呈し、その広がりが仮設道路下にのびると予

想されたため、南半部、北半部の調査区を埋め戻して仮設道を移動させ、該当部分の調査を行なった。石

器と礫数点が出土した。10層上面の測量後、10層を掘削し、出土遺物がなかったため、第 4地点すべての

調査を終了した。

2 層序 (第34図 )

第 4地点の上層堆積状況は他地点と比べて良好であり、各層はほぼ水平に堆積し、指標となる火山灰が

明瞭に残存している。この段丘の基本的な堆積状況を示していると考えられる。

火山灰層、火山灰混土層は 2層、 3層、 5層、 8層、 9層、11層、12層である。このうち 9層 と11層に

含まれる火山性物質はAT火山灰に非常に似ている。起源や噴出年代は不明である。

8層のAT火山灰層は、約70cm堆積している。その最下部10cm程度は責色火山灰のみの層である。中位

～上位は白色火山灰や黄色火山灰が縞状に堆積している。すべて火山灰層であり1つの層として捉えてい

るが、詳細な堆積過程は不明である。

1層 1表土

2a層 |アカホヤ火山灰二次堆積層 軟らかく、粘質がない。

2b層 |アカホヤ火山灰一次堆積層 最下部に若千の火山豆石が堆積する。

3層 1牛のすねローム層 ブロック状の牛のすねロームにアカホヤ火山灰火山豆石が若干量混入する。

4層 1褐色土層  比較的軟らかく、きめが細かい土質。

5層 1可 林`軽石混褐色土層 きめが細かい柔らかな土質。小林軽石と考えられる l cm前後の黄褐色

軽石、 1～ 2 11ullの青灰色粒 。白色粒小林軽石を含む硬質ブロックが混じる。

6層 1明褐色粘質土層 比較的軟らかく粘性がある。

7層 I AT(姶良丹沢)火山灰風成層 粘質がなく、サクサクしている。

8層 I AT(姶良丹沢)火山灰層

9a層 1火山灰 (少 )混黒褐色土層 約 2 11ullの黄色軽石多く含む。約 l llullの 白色・半透明白色火山灰

粒多く含む。しまりがあり比較的硬い土質。

9b層 1火山灰 (多)混黒褐色土層 9a層 と似るが、より多くの軽石、火山灰を含む。

10層 1暗褐色土層 硬くしまった土層。やや粘性がある。11層 に含まれる火山灰粒を少し含む。 9

層・ll層よりも明るい。

11層 1火山灰混暗褐色土層 約 l llllllの白色半透明粒、約 3 11ullの黄色軽石を含む。 9層と似た土質。

12層 |アワオコシ風成層 非常に締まる。 5～ 811mの赤褐色軽石、約0.51111nの 白色・半透明粒、 2～

4 11ullの黒色粒含む。
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第 2節  9910層 (AT下位)の調査

9層 は約40～50cmの堆積が確認された。 9層はさらに、黄色火山灰が多く含まれる 9b層、火山灰の少

ない 9a層 とに細分される。遺物の取り上げは、約 8～ 10cmを 1単位に、上位から9-1、 9-2、 9-3、

9-4、 9-5、  9-6と 六分割して行なった。なお、 9-1、 9-2、  9-3が 9a層 に、 9-4、

9-5、 9-6が 9b層 に相当する。10層上面からも若子の遺物が出上し、10-1と して取り上げた。石

器観察表の層位は9-1～ 9-6、 10-1と いう取り上げデータを記している。

9層および10層上面の掘削は、すべて入力により行なった。その結果、調査区南半部で90点近い石器と

多くの礫が出土した。調査区北半部ではAT直下からラウンドスクレイパー 1点 (第 35図89)が出土した

のみであらた。他に石器・礫の出土はなかった。剣片石器の材質は、黒色でぬめり感のある石材 Iが大

半を占め、一部チャートが出土した。

さらに、石器群は谷側に向かって広がると予想されたため、調査区を埋め戻したあと、仮設道を移設し

旧仮設道の下の調査を行なった。石材 Iと チャート製の剥片石器が出上した。

遺物分布を見てみると、石器の集中する箇所が大きく4ケ 所見いだされ、石材 Iの まとまりをブロック

1、  2、 3と し、チヤートのまとまりをブロック4と した (第35図 )。

剥片石器は総計89点あり、黒耀石 1点、チャート3点、石材 Iの85点に分かれる。石材 Iは実に58点が

15個体の接合資料となった。そのうち、接合資料14と接合資料12の一括資料を除くすべての接合資料が、

ブロック内、ブロック間で接合している。接合資料 7、 9、 16、 21はブロックと、接合資料 10、 11、 17、

19はブロック 2、 接合資料13、 18、 20はブロック3のなかでそれぞれ接合できた。接合資料 8と 15はブロ

ックを超えて接合している (第36図 )。

黒耀石製遺物は、製品のみであること、 1点のみであることから、遺跡内で製作したものではなく、何

らかの要因で持ち込まれた可能性が高い。

1 石器ブロックについて

ブロック1(第 37図 )

石器集中部の北部に位置する。

石材 Iのブロックである。微細剥離ある剥片 3点、剣片30点、石核 2点で構成される。接合資料 7、

9、 16、 2とを含む。ブロック出土景J片石器は34点で、その総重量は795.2g、 1点当たりの平均重量は23.4g

であった。礫は含まれない。

ブロック2(第37図 )

ブロック 1のすぐ西側に位置する。

石材 Iのブロックである。スクレイパー 1点、二次加工剣片 4点、微細剥離ある剣片 5点、孝J片 13点、

石核 2点、礫 3点で構成される。接合資料 10、 11、 17、 19を含む。剣片石器は25点あり、その総重量は

1,276.9gで 1点当たりの平均重量は51.lgである。礫は、1791よ大きさが卵大で重量が70g、 1821よ拳大で

134g、 189は扁平な円礫の 2分割されたもので174gあ る。礫に使用痕は観察されない。

ー
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表 1 ブロック別all片石器器種組成表

切断面

ある剥片

スクレイパー 二次加工

象J片

微細制離

ある剥片

最J片 石核 計

ブロック 1
Ｏ
υ 30 ９

留 35

ブロック 2 1 4 5 Ｏ
υ

，

留 25

ブロック 3 1 1
つ
０ 15

ブロック 4 2
つ
０

計
ワ

〕 4 9 58 4 78

ブロック3(第37図 )

石器集中部の南部に位置する。

石材 Iの ブロックである。スクレイパー 1点、微細剥離ある剣片 1点、孝J片 13点、礫 2点で構成され

る。接合資料13、 18、 20が含まれる。剥片石器の総重量は392.7gで 1点当たりの平均重量は26.2gである。

礫は190。 191が 10層直上で出土している。1901ま扁平な割礫で625g、 191は扁平な円礫で1,110gを 量る。ま

た、191は 7号土坑の床面ピット直下で出土した。縄文時代と調査中の削痕が無数についてしまい、敲打

痕の観察が困難な状態になってしまった。

ブロック4(第38図 )

集中部の中央やや南よりに位置する。

チャートのブロックである。切断面ある剣片 1点、剣片 2点、礫 1点で構成される。出土したチャート

はいずれも異母岩である可能性が強い。剖片石器は総重量16.9gで 1点当たりの平均重量は5。7gで ある。

186は拳大の礫で重量は328gである。

2 遺物

石器 (第42図～第55図 )

出土した石器の器種は、ラウンドスクレイパー 1点、切断面ある剖片 1点、スクレイパー 2点、二次加

工景J片 5点、微細剖離ある剥片11点、剥片65点、石核 4点である。

ラウンドスクレイパーは、石器集中区から離れた地点でAT直下から出上した。その他の遺物はすべて

石器集中部から出上した。

ラウンドスクレイパー (第42図89)

89は縦長刹片を素材として平坦な剖片背面側から主要剣離面側へと加工が施される。日東産黒耀石製で

ある。

切断面あるall片 (第42図 90)

90はチャート製の剥片で、縦長剣片の頭部と尾部を切断している。いずれも背面からの切断である。短

軸の両側縁には微細剥離が観察される。

―-64-―
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第45図  9層遺物実測図僻)

スクレイパー (第42図 91・ 92)

91は縦長剥片の両側縁に二次加工が施されたスクレイパーである。背面上部の剖離は頭部調整である。

92は接合資料 8の一部である。裏面下縁に二次加工が施される。

二次加工剥片 (第42図93～ 97)

93は接合資料19の 2分害Jさ れたまJ片の一つである。背面上縁に二次加工が施される。94は下縁に腹面側

より二次加工が施される。下縁には微細剖離もある。95は左側縁部に背面側から二次加工が施される。96

は下面に二次加工を加えている。97は左側縁に大きな二次加工が施される。下縁には微細象J離がある。

微細剣離ある剰片 (第43図 98。 100'102～ 105、 第44図 106)

98は剰片末端に表裏面とも微細剥離がみられる。さらに、部分的に擦痕もみられ、それは使用によるも

のの可能性が高い。1001よ打面調整ののち剖離された縦長剥片の左側縁に微細剖離が観察される。

剣片 (第43図99・ 101、 第44図 107～ 118、 第45図 119'120)

107～ 113・ 119。 120と いった小形の剣片と、99。 101・ 114～ l18のやや大形の剥片に分けることができ

る。117は剥離時の衝撃で縦方向に裂けている。■9。 1201よチヤート製の鋼片である。それ以外は石材 I

製である。

石核 (第45図 121、 第48図 136、 第52図 151、 第53図 157)

121は打点の固定されない石核である。展開図右は節理である。136は接合資料 7、 151は接合資料10、

157は接合資料12の石核である。

接合資料 (第46図～第55図 )

接合資料 7(第46図～第48図 )

微細剥離ある剖片 1点、剥片13点、石核 1点で構成される接合資料である。剖離順は、122→ 123→

124+125キ 126+127→ 128+129+130+131+132→ 133→ 134+135→ 136である。122を 剖離後、下面から

123を手J離している。その後は打面を180° 回転させ、上面を打面として剣片剥離をおこなっている。この

―-68-―
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段階で打面から底面までは厚さ3cmと 薄く、得られる剣片の長さには限りがある。目的とする剖片は、

小形の剖片であることが推祭される。124～ 127は一度の打撃で偶発的に割れてしまったものであろう。同

様に128～ 132も 、偶発的に割れてしまった可能性が高い。次に133を、そして134+135が剣離される。136

は石核である。

すべてブロック 1か ら出上した。二次加工がおこなわれたものはない。123は微細剥離が観察される。

また、石材は節理が多く、偶発剥離と考えられる割れが多く見られる。得ようとした剥片が得られなかっ

た可能性は強い。

接合資料 8(第49図 )

スクレイパーの刃部作出に関わる剥片の接合資料である。

スクレイパー 1点 と剣片 4点で構成される。137、 138、 1391まスクレイパーの刃部作出剖片である。92

はスクレイパーである。140+141は 92の次に剖離された。140+141は剣離による衝撃で三分される。92は

j  
製作工程から言えば、作業面再生剖片の可能性も指摘できる。

137・ 138は ブロック 1、 92・ 1391よブロック 2、 140・ 141は ブロック3か ら出土した。

接合資料 9(第50図 )

大型剣片とそれに対する二次加工に関する接合資料である。

微細剥離ある剖片 1点、剖片 4点で構成される。大型剖片 (142～ 146)の両側縁に表面から二次加工が

施され、快りが設けられる。142はここで劉離されたものである。その後143+144が求↓離された時、143、

144は半割し、同時に145、 146も 割れた可能性が高い。145は微細剥離が観察された。

出土地点はすべてブロック 1である。

接合資料10(第 51・ 52図 )

打面転移を行なう剖片剥離に関する接合資料である。

微細剖離ある剣片 1点、剥片 3点、石核 1点で構成される。制離の順は、147→ 148→ 149→150→151で

ある。147、 148、 149を 同一打面から剣離したのち、打面を90° 転移し、作業面を打面にして150を剥離し

ている。1491ま剖離時の衝撃で縦方向に三分害Jさ れた景!片の一つである。1501よ頭部調整がないまま刹離さ

れている。打面の稜が打点となる。151は石核である。また、148は微細剣離がある。

出土地点はブロック 2である。

接合資料11(第 52図 )

景J片求J離に関する接合資料である。剥片 4点で構成される。剥離の順は、152→ 153→ 154+155で ある。

152は、頭部が折損し打点がないが、正面右上方向からの剥離である。153は、剣離時の衝撃で打点から縦

方向に裂け、三分割された剣片の一つ。154+155も 同じく、剥離時の衝撃で打点から三分割されている。

1     出土地点はブロック2である。
1   接合資料12(第 53図 )

剖片 1点と石核 1点の接合資料である。節理面を打面として礫分割後、石核が 2つ用意され、そのうち

の 1つが1571こあたる。157は石核で縦長剥片が予J離される。156は最初に用意されたもう 1つの石核か

ら剣離されたものである。

出土地点は1571まブロック 2、 156は 9-1層一括資料である。

エ
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接合資料13(第 54図 )

剥片 3点の接合資料である。剥片の両極に打面をもつ。石核からの手J離時に上下両極に力が働いたた

めであろう。台石を用いた剣離が想定される。159+1601ま衝撃によって折れたものである。

出土地点はブロック 3である。

接合資料14(第 54図 )

剥片 3点の接合資料である。打撃による衝撃で 3分害Jさ れた。

ブロック 1の東側でまとまって出上した。

接合資料15(第 54図 )

制片 3点の接合資料である。剰離時の衝撃によって 3分割された可能性が高い。

出土地点は164。 165は ブロツク 1、 166は ブロック 3である。

接合資料16(第 54図 )

剖片 2点の接合資料である。節理面を打面にして剥離される。剣離時の衝撃で打点から縦方向に折れて

いる。

出土地点はブロック 1である。

接合資料17(第 55図 )

剖片 2点の接合資料である。169+1701よ剣離の衝撃で打点から縦方向に裂けている。

出土地点はブロック 1である。

接合資料18(第 55図 )

孝J片 2点の接合資料である。上下に 2分割されるが、意図的な切断か、偶発的な折れなのかは不明で

ある。

出土地点はブロック 3である。

接合資料19(第 55図 )

二次加工剥片 1点と剥片 1点の接合資料である。173・ 93は、意図的な切断か、偶発的な折れなのかは

不明である。98は上下端部に二次加工が施された剣片である。

出土地点はブロック 2である。

接合資料20(第 55図 )

剥片 2点の接合資料である。174→ 175の順で孝J離されている。

出土地点はブロック3である。

接合資料21(第 55図 )

剣片 2点の接合資料である。縦長刹片の打点と尾部が欠損する。176+177は横方向に2分割される。意

図的な切断か偶発的なものかは不明である。176は折れのあとで、右側面に二次加工が施される。微細孝J

離が確認される。

出土地点はブロック 1である。

―-80-―



礫 (第39図 )

礫は、 3 cm以下の破砕礫を除くと、重量がloog以下の卵大不定形礫 (178～ 180)が 3点、重量が101g

～250gの拳大不定形礫 (181～ 186)が 6点、扁平礫が 5点 (187～ 191)、 長精円礫 (192)が 1点出土し

た。礫は石器集中部とその周辺でのみ出土し、他では皆無であることから石器製作をおこなった集団が持

ち込んだ可能性がきわめて高い。ヤヽずれの礫も、敲打痕など使用による痕跡は観察できなかった。

出土層位について (表 2)

石器集中部の石器は9-1層～9-6層及び10-1層 (10層上面)から出土している。9-1層 と9-

5層、 9-2層 と9-6層出上の剥片が接合している。このことから、これら集中部の石器は同一文化層
のものと確認されたとともに、遺物の出土レベルに約40cmの上下幅があることがわかった。

表2に層位別点数 (表 2-1)と 層位別重量 (表 2-2)を示す。

層位別点数では、遺物の出土点数は9-3層、 9-4層が最も多く、全体の半数以上が含まれる。礫の

出土点数は、10-1層が 6点と最も多い。

重量では、10-1層にピークが見られる。10-1層つまり10層上面で重量のある礫が多数出土したため

である。

重量のある礫は本来の場所を保ちやすく、重量のない剣片石器類はその層位が上下する可能性が高いと

考えた場合、この石器群が作られた当時の生活面は10層上面もしくは、 9b層中である可能性が高い。

器種について (表 3)

表 3は石器集中部の器種別円グラフである。

スクレイパーが 2%の 2点、二次加工手J片が 6%の 5点、切断面ある剥片が 1%の 1点、微細象J離あ

る剣片が13%の 11点、象1片が73%の 65点、石核が 5%の 4点出上した。

接合資料について (表 4)

表4は接合資料別器種内訳表である。

接合資料は以下のものに分けることができる。

①小型の剣片を得ることを目的とした接合資料。(接合資料 7)

②スクレイパーの刃部作出に関わる接合資料。(接合資料 8)

③大型剖片とそれに対する二次加工に関する接合資料。(接合資料 9)

④打面転移を行なう素J片剥離に関する接合資料。(接合資料10)

⑤打面転移を行わない剥片剰離に関する接合資料。(接合資料ll、 12、 20)

⑥偶発剖離の接合資料。(接合資料13、 14、 16、 17)

⑦切断もしくは偶発素J離に関する接合資料。 (15、 18、 19、 21)

十二
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表 2-1 石器集中部における剣片石器及び礫の層位別点数

20

■ all片石器 □礫

表 2-2 石器集中部における剣片石器及び礫の層位別重量
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表 3 器種内訳円グラフ

スクレイアヾ-2点
2%

石核 4点
5%

2次加工al」片 5点
6%

切断面ある剥片 1点
1%
微細剣離あるよ」片11点
13%

表 4 接合資料別機種内訳表

遺物/器種名 スクレイパー 二次加工剥片 微細剖離

ある剥片

剖片 石核 計

接合資料 7

接合資料 8

接合資料 9

接合資料10

接合資料11

接合資料12

接合資料13

接合資料14

接合資料15

接合資料16

接合資料17

接合資料18

接合資料19

接合資料20

接合資料21

l

1

1

13

5

4

3

4

1

3

3

3

2

2

2

1

2

1

1 15

6

5

5

4

2

3

3

3

2

2

2

2

2

2

計 1 l 4 49 Ｏ
υ 58

【
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表 5 剰片の長幅比

(最大長 :最大幅 )

2:1以下

2:1′ヤ1 :2

211以上

o         20         40         60         80  (点 数 )

■|は、アクンデントによる折れ

剥片石器の長幅比について

石器集中部から出上した石器のうち、石核を除く剖片石器の長幅比の割合を示したのが表5である。最

終剣離面の打面を上面とした場合の剣片の長幅比で以下のように分類した。

①2:1以上の縦長剥片

②2:1から1:2に収まるもの

③l:2以下の横長剥片

内訳は、①は9点、②は73点、③は2点であった。しかし、この中で打撃の衝撃による折れなどのアク

シデントによる折れが含まれるものを除くと、①は1点、②は40点、③は0点になる。

長幅比が①2:1以上の縦長剖片は、100の微細剣離ある刹片1点のみである。長幅比が2:1以下の

ものでは、91、 98、 104、 109がある。剖片84点中、縦長剣片は5点であった。

―-84-一
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「 第 3節  5層の調査

5層は小林軽石混土層である。調査区南半部でのみ遺物、遺構が確認された。遺構は土坑 1基が検出さ

れた。出土遺物は剖片 1点である。なお、遺構分布図は調査区南半部のみを示した (第56図 )。

1 遺構

6号土坑 (第57図 )

Q15グリッドで検出された。平面プランは長軸105cm、 短軸

80clllの楕円形を呈する。床面は直径25cmの 円形で南側による。

北側にテラス部があり、残深は10cmである。土坑の残深は20cm

で、緩やかに立ち上がる。検出面は 5b層中である。

2 遺物

微細剰離ある剣片 (第58図 193)

R16グ リッドで出上した。最大長13.4cmの縦長剖片である。

二次加工はない。周縁には微細剖離がある。

779m

第57図 遺構実測図(2)

汽
“

荒 4

第56図  5層遺構配置及び遺物分布図

ヽ
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第58図  4・ 5層遺物実測図

第 4節 縄文時代早期の調査

4層暗褐色土層の上位から3層牛のすねローム層までが遺物包含層である。 3層掘削後、土坑 4基 と集

石 1基を検出した。遺物は土器、石器、礫が出土した。

1 遺構

3層 を掘削した段階で、 4基の上坑と1基の集石遺構が検出された。

7号土坑

R16グ リッドの緩やかな斜面で検出された。平面プランは長軸205clll、 短軸50cmの長楕円形で南側に張

り出す。床面は長軸200cm、 短軸35cmの長楕円形である。床面はほぼ平坦であるが、西側が約15clll高い。

その床面に13の ピットを有する。ピットは直径10cm程度のものが多い。ピットの深度はもっとも深いもの

で38cmある。土坑の残深は110cmであり、80度以上の傾斜で立ち上がる。

この土坑は、上層からの攪乱を受けており、上位の埋土には二次堆積のアカホヤ火山灰が含まれていた。

床面ピット内の土壊で植物珪酸体分析を実施した。

8号土坑

P14グリッドの緩やかな斜面で検出された。遺構の北側をトレンチで切ってしまった。平面プランの短

軸は60cmである。床面は中央が低いが凹凸はない。床面の短軸は40cmである。床面長軸上に直径 6 cm、 深

さ46cmの ピットを有する。さらにその北側に深さ12cmのピットを有する。壁面下部には直径 4 cmの斜方向

のビットを約25cmの間隔で3ケ所に有する。残深は50cmで、ほぼ垂直に立ち上がったのち、ラッパ状に開く。

耶

―-86-―
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8号土坑埋土
① 褐色土 (Hue10YR4/6)検 出面を覆う�層
と似たザラザラした土質。小林軽石が混じ
] る。土坑の肩部が崩落し、混入したもので
ある。

② 明掲色土 (Hue7.5YR5/8)直径 3～ 4mm
の褐色軽石粒含む。

③ ②層と似るが非常にソフトな土質。

8号土坑775m

9号土坑

げ

ゴ

IN
ヨ

10号土坑

790m

,ヽ＼

第60図 遺構実測図(3)

第61図の上層断面図で示した土坑を覆う�層は、アカホヤ火山灰と牛のすねロームの混土層である。 8

号土坑周辺は堆積状況が悪く、基本層序が希薄である。埋土は第61図に示すとおりである。各土層の植物

珪酸外分析を実施した。

9号土坑

Q15グリッドの緩やかな斜面で検出した。平面プランは長軸212cm、 短軸75cmで隅丸方形を呈する。床

面は長軸210cm、 短軸70cmの隅丸方形を呈し、やや南へ傾斜する。床面には直径 8 cmの ピットを92cmの間

隔で2ケ所に有する。北側のピットは深さ35cm、 南側のピットは深さ18cmである。土坑の残深は50cmでほ

ぼ直角に立ち上がるЮ

埋土にアカホヤ火山灰が含まれる。

10号土坑

P13グ リッドで検出した。平面プランは長軸130cm、 短軸50cmの楕円形を呈する。床面は長軸70cm、 短

帝

⑫
③
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軸25cmの楕円形を呈し、西側へ傾斜する。残深は65cm

で60～70度の角度で立ち上がる。

埋土はソフトできめが細かい。直径 2ミ リ程度の軽

石を含む。

1号集石

R15グ リッドで検出された。構成礫は砂岩礫 9点で

やや大きめの礫を中央に配する。掘り込みはなく、周

囲の土壌の変色や炭化物などの出土はなかった。構成

礫はすべて礫面を残した割礫である。すべての礫が赤

変している。このうち 4点が接合し最大で 6個体の礫

で構成されている。

1号集石

Ｅ

ｏ

ト
ト

776m

σ

6淀
¢頃

?

幻
フ
終
岬
　
国
の

錦 鴎

第61図 遺構実測図(4)

小結

土坑は、以下のタイプがある。

④平面プラン、床面プランが長精円形で床面にピットを多数有するもの。(7号土坑)

⑤平面プラン、床面プランが隅丸方形で、床面長軸状にピットを2ケ所有するもの。(8号土坑)

⑥平面プラン、床面プランが長楕円形で、床面と壁面下部にピットを有するもの。(9号土坑)

⑦平面プラン、床面プランが長楕円形で、床面にピットがないもの。(10号土坑)

2 遺物
分布状況

遺物は4層上位と3層から出土した。

4層では土器 5点と石器 2点のほか、焼礫を含む礫が出上した。遺物は散在した状況である (第62図 )。

3層牛のすねローム層から、貝殻支系土器 1点と礫が数10点出上した (第 63図 )。 貝殻文系土器はR16

グリッドから出土した。摩耗が激しいため、図化しなかった。礫はまばらに分布するが、R16グ リッドで

多く出土している。

土器

貝殻文系土器 2点のほか、細片の上器 3点が出上した。いずれも摩耗が激しいため図化していない。

石器 (第58図 )

194は打製石鏃である。二等辺三角形状を呈し、若干tk・ りのある凹基無茎鏃である。先端部が先細りし

ており、再調整を行なった可能性がある。石材 」を使用している。195は、微細剣離ある制片で、石材 I

を用いている。194、 1951よ 4層から出土した。

注
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第 5節 縄文時代以降の調査

アカホヤ火山灰二次堆積層である 2a層掘削後、 2b層上面で遺構を検出した。遺構は調査区南半部で

のみ検出された。遺物は出土しなかった。調査区は南半部のみ示した (第64図 )。

コ

1 遺構

11号土坑 (第65図 )

Q15グ リッドで検出された。平面プランは直

径70clllのほぼ円形を呈する土坑である。床面は

長軸26cm、 短軸16clIIのいびつな楕円形を呈し、

中心は西側に偏る。残深は60cmで段を持ちなが

ら立ち上がる。

床面直上から出上した炭化物で放射性炭素年

代測定分析を実施した。

ビット群

R16グ リッドで 5基のピットが検出された。

直径は30cm前後である。半円状に並ぶ。

11号土坑

第65図 遺構実測図(5)

式 14 土
“

~卜
も15

~1議
6

の
11号土坑

第64図  2層遺構配置及び遺物分布図
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表 6 土器観察表

遺
物
番
号

図
面
番
号

写
真
図
版

地

　

区

出
土
地

測
点
番
号

調整・文様 色  調

胎  土 備考

外 面 内 面 外 面 内 面

44

１
地
点

１
号
土
坑

①浅い連続刻目

②斜位の貝殻条痕調

整後、横位の貝殻復

縁刺突文線を 3条施

し、その下に縦位の

貝殻復縁刺突文線

②丁寧なナデ にぶい橙色 (75YR

7/4)

橙色 (5YR 6/6) l ml弱の黒色粒を含

む

2 Hull大 の透明粒を数

個含む

１
地
点

２
号
土
坑

③貝殻条痕 ③ナデ 淡 黄 色 (2 5YR
8/4)

淡責色 (2 5YR
8/4)

l mull弱 の白色粒多く

含む

l llull弱 の透明粒を含

む

１
地
点

２
号
土
坑

③斜位の貝殻条痕調

整後、縦位の貝殻復

縁刺突文線

③ナデ に ぶ い 黄 橙 色

(10YR 7/4)

にぶい黄色 (25YR

6/3)

l mml弱の透明粒を少

し含む

1～ 3mmtの灰色粒、

自色粒を含む

１
地
点

包
含
層

③横位の山形押型文 ③ナデ に ぶ い 黄 橙 色

(10YR 7/4)

黒褐色(lllYRレリ 1～ 2 11ull大 の透明粒

を多く含む

１
地
点

包
含
層
3

①横位の山形押型文

②斜位の山形押型文

③ナデ に ぶ い 黄 橙 色

(10YR 7/3)

に ぶ い 黄 橙 色

(10YR 7/3)

l llul弱 の透明粒、黒

色粒を多く含む

1～ 2 11un大 の白色粒

を含む

１
地
点

包
含
層

③横位の楕円押型文 ③ナデ 橙色 (25YR 6/6) 灰褐色 (7 5YR
5/2)

l Hull弱 の白色粒を多

く含む

１
地
点

包
含
層

③楕円押型文 ③ナデ 浅黄色 (2.5YR
7/3)

黄灰色 (2 5YR
5/1)

l llull弱 の黒色粒を含

む

１
地
点

包
含
層

③斜位の貝殻条痕 ③ナデ 橙色(7.5YR 6/6) 褐灰色(ltlYRク1) l Hull弱 の白色粒、透

明粒を多く含む

１
地
点

包
含
層

③斜位の沈線文 ③ナデ(剥離) 灰色 (5Y7/2) 1～ 3 mull大 の茶色粒

を含む

l IMll大 の黒色粒、白

色粒を含む

２
地
点

包
含
層

l

①連続刻目

②不明

②原体条痕 明赤褐色 (2.5YR

5/6)

橙色 (5YR 6/6) l llull弱 の自色粒、透

明粒を含む

l lnfll大 の灰色流を少

し含む

３

地

古
小

表

土

② o③斜位の沈線文 ② o③ナデ 明黄褐色 (10YR
6/6)

にぶい橙色 (75YR
6/4)

1～ 4 11ull大 の白色粧、

灰色粒、黒灰色粒を

含む

①口唇部 ②日縁部 ③胴部
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遺
物
番
号
図
面
番
号
写
真
図
版
測
点
番
碍
層
位
接
合
資
料
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量

備
考

1
4

D
貢
岩
源
の
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
ナ
イ
フ
形
石
器

71
5
35
0

27
4
ブ
ラ
ン
テ
イ
ン
グ
・
使
用
痕
あ
り
。
礫
面
残
存

2
狩

4
I

不
明

ス
ク
レ
イ
パ
ー

8.
40
54
0

79
5
二
次
加
工
・
微
細
劇
離
あ
り
・
礫
面
残
存

3
J

不
明

ス
ク
レ
イ
パ
ー

84
5
77
0

12
00
二
次
加
工
・
頭
部
調
整
あ
り
。
礫
面
残
存

4
I

不
明

ス
ク
レ
イ
パ
ー

81
0

58
0
二
次
加
工
+使
用
痕
・
礫
面
残
存

J
不
明

ス
ク
レ
イ
パ
ー

64
0
51
0
11
0
33
8

2
4

M
不
明

二
次
加
工
剥
片

64
0
34
0

微
細
剥
離
あ
り

7
2

4
J―
b

不
明

二
次
加
工
ま
」片

51
5
35
5

21
0

2
I

不
明

二
次
加
工
剥
片

41
0
34
0

22
0
微
細
劇
離
あ
り
'礫
面
残
存

2
I―
ab

不
明

二
次
加
工
剰
片

63
0
48
0

51
5
二
次
加
二
十
使
用
痕
・
礫
面
残
存

2
I―
ab
cd
不
明

二
次
加
工
象
」片

52
3
51
0

39
0
削
器
・
礫
面
残
存

11
2

4
A

流
紋
岩
6

二
次
加
工
ま
」片

44
5
53
0
20
0
40
4
頭
部
調
整
・
礫
面
残
存

2
4

2
I

不
明

二
次
加
工
剥
片

55
5
28
8

24
0
礫
面
残
存

2
2

4
A

流
紋
岩
1

二
次
加
工
剥
片

33
5
67
5
22
0
24
4
微
細
剥
離
あ
り

2
4

I
不
明

微
細
剥
離
あ
る
剥
片
37
5
53
8
13
0

頭
部
調
整

4
A

流
紋
岩
6

微
細
al
l離
あ
る
剤
片
58
0
71
0
15
0
64
0
頭
部
調
整

2
4

I
不
明

微
細
剥
離
あ
る
ま
」片
43
0
47
0
15
0
22
8
礫
面
残
存

4
J―
a

不
明

微
細
剥
離
あ
る
剥
片
56
0
38
0
22
0
48
8
礫
面
残
存

2
4

I―
d

不
明

微
細
剥
離
あ
る
剖
片
61
0
51
0
15
0
25
8
礫
面
残
存

3
4

I―
cd

不
明

微
細
剥
離
あ
る
剰
片
44
0
34
0
12
0

使
用
痕

12
9

4
I

不
明

微
細
劉
離
あ
る
票
」片
44
0
29
0
04
5

4
I―
d

不
明

微
細
剥
離
あ
る
剥
片
60
0
31
0
10
0

4
]

不
明

微
細
ar
l離
あ
る
剣
片
20
0
33
0
04
0

4
I―
a

不
明

微
細
刹
離
あ
る
剥
片
33
0
32
0
09
0

3
4

」
―
ab

不
明

微
細
剥
離
あ
る
剥
片
91
0
68
0
21
5
10
00
頭
部
調
整

4
4

I
不
明

微
細
孝
」 離
あ
る
票
J片
51
0
40
0
09
0
22
2

4
I

不
明

剥
片

30
0
31
0
07
0

4
4

A
流
紋
岩
1

象
」片

49
0

3
4

I
不
明

石
核

66
0
64
0
48
0
25
40
縦
に
取
ろ
う
と
し
て
い
る
・
礫
面
残
存

3
4

I
不
明

石
核

31
5
46
0
42
5
60
5
礫
面
残
存

3
l
A

流
紋
岩
5

剣
片

38
0
59
0

27
4
礫
面
残
存

3
l
A

流
紋
岩
5

石
核

53
0
67
0

58
5
微
細
剖
離
あ
り
。
礫
面
残
存

3
3

I―
d

不
明

家
1片

42
0

礫
面
残
存

3
2

I
不
明

微
細
剖
離
あ
る
刹
片
34
0
27
0

3
4

I
不
明

剃
片

35
0
52
0
27
5

礫
面
残
存

3
I

不
明

剥
片

49
5
61
0

56
0
礫
面
残
存

10
9

A
流
紋
岩
5

ま
」片

26
0

A
流
紋
岩
5

石
核

66
0
64
5
28
5
X0
80

4
I―
d

下
明

票
」片

21
0
37
5
09
0

67
縦
裂
け

表
7 
石
器
観
察
表

第
1地
点
旧
石
器
包
含
層
出
土
石
器

| O ト |

― ― ― ゴ ■

Ｌ 砕
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― １ ０ 朝 ― ―

遺
物
番
号
図
面
番
号
写
真
図
溺
測
点
番
号
層
位
接
合
資
料
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量

備
考

3
4

4
I

不
明

剰
片

4
5

I―
ab

不
明

微
細
劉
離
あ
る
rl
l片

64
0
2
80
18
6
節
理
で
折
れ

3
5

I―
ab

不
明

剣
片

折
れ
損
・
礫
面
残
存

4
4

G
砂
岩

敲
石

10
40
82
0
34
0
41
80

完
形

4
4

L
不
明

蔽
石

10
80
使
用
に
よ
る
衝
撃
で
割
れ
る
・
ほ
ぼ
完
形

4
H

安
山
岩

磨
石

13
00

90
00

完
形

4
B

黒
耀
石

剥
片

08
5

日
東
産

4
G

砂
岩

剥
片

礫
面
残
存

G
砂
岩

敲
石

59
0

18
80
平
扁
円
礫
の
上
端
に
蔽
打
痕
・
完
形

74
不
明

剥
片

礫
面
残
存

4
不
明

剥
片

24
5
27
0

不
明

石
核

47
0

不
明

剰
片

4
不
明

Fl
l片

32
0

不
明

剥
片

29
0

4
―
ab

不
明

剰
片

 `0
70

礫
面
残
存

4
―
ab

不
明

剣
片

4層
一
括

―
ab
d
不
明

ft
l片

60
0
44
0
22
0

礫
面
残
存

4
不
明

劉
片

4
不
明

家
U片

07
礫
面
残
存

4
不
明

ま
」片

75
礫
面
残
存

4
不
明

剥
片

24
0
25
0

礫
面
残
存

4
C

チ
ャ
ー
ト

ま
」片

27
5

82
4

A
流
紋
岩
4

剥
片

37
0

礫
面
残
存

4
A

流
紋
岩
5

象
J片

4
A

流
紋
岩
5

ま
J片

4
A

流
紋
岩
6

剥
片

35
5

3
B

黒
耀
石

ま
」片

日
東
産

3
I―
d

不
明

石
核

46
0

27
2

3
I

不
明

象
」片

]
3

A
流
紋
岩
2

石
核

30
0

3
A

流
紋
岩
5

手
」片

3
A

流
紋
岩
5

剥
片

3
A

流
紋
岩
5

剥
片

23
5
28
5

第
1地
点
遺
構
内
出
土
石
器

遺
物
番
号
図
面
番
号
写
真
図
顔
測
点
番
号
層
位
接
合
資
料
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量
備
考

47
密
3土
坑

G
不
明

敲
石

58
0

27
20



第
1地
点
縄
文
包
含
層
出
土
石
器

|

Φ ω

|

遺
物
番
号
図
面
番
号
写
真
図
肪
測
点
番
号
層
位
接
合
資
料
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量

備
考

54
l

C
チ
ャ
ー
ト

打
製
石
鏃

25
0
17
5

2
I

不
明

微
細
剖
離
あ
る
剥
片
65
0
72
0

斜
軸
状
剥
片
・
礫
面
残
存

15
9

2
C

チ
ャ
ー
ト

象
け片

75
0
59
0

83
0

]
G

砂
岩

凹
石
(敲
石
)

13
00
51
0
32
0
30
80
敲
打
痕
あ
り
・
完
形

2
G

砂
岩

凹
石
(敲
石
)

11
00
58
0
45
0
34
60
表
裏
面
に
凹
み
有
り
'完
形

2
G

砂
岩

凹
石
(台
石
)

83
0

10
20
表
面
に
凹
み
あ
り
。
中
央
で
折
れ

1
J―
a

不
明

二
次
力
H工
剥
片

83
0
87
0

77
5
礫
面
残
存

表
採

I―
b

不
明

微
細
剥
離
あ
る
剖
片
57
5
49
0

25
0
礫
面
残
存

1
I

不
明

石
核

26
0
10
40
礫
面
残
存

3
F

尾
鈴
山
酸
性
岩

磨
石

42
0
59
0
43
0
11
20
一
部
残
存

l
F

尾
鈴
山
酸
性
岩

磨
石

37
5
09
0

一
部
残
存

3
D

頁
岩
源
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
微
細
剖
離
あ
る
劇
片
48
5
38
0

27
8
礫
面
残
存

B
黒
耀
石

剖
片

03
5

桑
ノ
木
津
留
産

11
B

黒
耀
石

劉
片

06
5

02
0

桑
ノ
木
津
留
産

B
黒
濯
石

剥
片

0.
15

桑
ノ
木
津
留
産

B
黒
耀
石

剣
片

20
8
07
0

桑
ノ
木
津
留
産

B
黒
耀
石

素
」片

孔
75
05
0

白
浜
産

B
黒
耀
石

剖
片

02
5

桑
ノ
木
津
留
産

B
黒
耀
石

剖
片

10
0
01
5

桑
ノ
木
津
留
産

1
G

砂
岩

凹
石
(敲
石
)

81
0
61
5
28
0
21
00
表
裏
面
に
凹
み
有
り
・
中
央
で
折
れ

1
G

砂
岩

凹
石
(敲
石
)

84
0
54
0

20
40
表
面
に
凹
み
あ
り
・
中
央
で
折
れ

1
G

砂
岩

凹
石
(敲
石
)

81
0
5,
15
25
0
14
80
表
裏
面
に
凹
み
有
り
・
中
央
で
折
れ

1
不
明

微
細
黒
」離
あ
る
剥
片
26
0
31
0
03
5

1
不
明

剥
片

10
5
17
0
01
5

2
不
明

劇
片

18
0
41
0
06
0

1
不
明

剥
片

40
0
13
0

1
不
明

剥
片

35
0
26
0
28
8
礫
面
残
存

14
4
表
採

不
明

剖
片

74
0
63
0

48
8

l
不
明

剥
片

39
0
43
0
06
0
10
6

2
l

不
明

石
核

86
0

38
0
10
40
礫
面
残
存

1
l

不
明

剥
片

67
0
64
0
21
0
82
5

14
2
表
採

2
不
明

劉
片

43
0
39
0
08
5
14
8
礫
面
残
存

2
2
J

不
明

劇
片

52
5
51
0
13
5
40
8
礫
面
残
存

2
2
J―
ab

不
明

石
核

66
0
95
0
37
0
22
00
礫
面
残
存

l
2
J一
C

不
明

剥
片

12
5
22
5
04
0

l
3
M

不
明

創
片

32
0
58
0
09
0

ユ
3
N

不
明

剖
片

33
0
41
5
04
0

3
4
N

不
明

制
片

33
0
24
0
05
0

礫
面
残
存
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■ １ １
遺
物
番
号
図
面
番
号
写
真
図
版
測
点
番
号
層
位
接
合
資
料
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量

備
考

2
A

流
紋
岩
2

微
細
剥
離
あ
る
ま
」片
63
0
44
5

35
6
礫
面
残
存

A
流
紋
岩
3

票
」片

29
5

22
0
礫
面
残
存

l
A

流
紋
岩
4

微
細
剰
離
あ
る
剥
片
45
0
53
0
06
5

礫
面
残
存

2
A

流
紋
岩
5

微
細
票
」 離
あ
る
刹
片
47
0
18
0
08
0

― ― 〇 瀾 ― ―

第
2地
点
包
含
層
出
土
石
器

遺
物
番
号
図
面
番
号
写
真
図
版
測
′点
番
捐
層
位
接
合
資
料
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量

備
考

2
I一
a

不
明

ナ
イ
フ
形
石
器

80
0
30
0

ブ
ラ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
使
用
痕
あ
り

2
I―
a

不
明

微
細
劉
離
あ
る
al
l片
34
0
40
0

頭
部
調
整

2
G

砂
岩

ま
」片

頭
部
調
整
・
礫
面
残
存

2
I―
a

不
明

ブ
ラ
ン
ク
(石
核
)
36
0
69
0
37
0
73
5
礫
面
残
存

5
2

B
黒
耀
石

二
次
加
工
票
」片

23
桑
ノ
木
津
留
産
・
礫
面
残
存

2
N

不
明

二
次
加
工
剥
片

43
5
23
0

礫
面
残
存

2
K

不
明

微
細
剥
離
あ
る
ま
」 片
28
0
37
0
09
0

69
礫
面
残
存

2
M

不
明

微
細
制
離
あ
る
剥
片
92
5
69
0
22
0
12
00
礫
面
残
存

2
A

流
紋
岩
6

微
細
剥
離
あ
る
剥
片
28
5
23
0
05
0

6
2

I―
d

不
明

微
細
剥
離
あ
る
剥
片
23
0
32
0
03
0

74
2

A
流
紋
岩
1

微
細
剥
離
あ
る
剥
片
65
0
25
0

礫
面
残
存

2
A

流
紋
岩
4

微
細
票
」 離
あ
る
剥
片
47
0
42
0

26
0
礫
面
残
す

2
I

不
明

微
細
剥
離
あ
る
剥
片
35
0
53
0
0
80
l1
8
礫
面
残
す

2
I―
d

不
明

微
細
釧
離
あ
る
剥
片
60
0
52
5
1
50
56
0
礫
面
残
存

硲
2

I―
d

不
明

微
細
剣
離
あ
る
劉
片
55
0
59
0
07
5

礫
面
残
す

5
2

2
A

流
紋
岩
4

象
」片

22
0
06
0

礫
面
残
す

5
2

A
流
紋
岩
6

剥
片

27
0
23
0
0
80

縦
に
裂
け
る
・
礫
面
残
存

5
7

2
A

流
紋
岩
7

石
核

33
0

21
0
34
0
礫
面
残
す

5
2

6
K

不
明

剥
片

21
0
10
0

5
2

6
K

不
明

剥
片

53
0
56
0
18
0
41
4
礫
面
残
存

5
2

G
砂
岩

磨
石

72
0
63
0

23
80
磨
面
が
段
を
作
る
。
完
形

2
B

黒
耀
石

ま
」片

12
0
15
0
05
0

UT
-1
群

2
G

砂
岩

票
」片

35
0
42
0

礫
面
残
す

2
G

砂
岩

敲
石

11
60
49
0
23
0
23
00
上
下
端
部
に
敲
打
痕
あ
り
。
完
形

2
I

不
明

劉
片

32
0
25
5
06
0

2
I

不
明

剥
片

18
0
13
0
02
5

2
I

不
明

手
J片

15
0
17
5
05
0

I
不
明

象
J片

43
0
25
0
21
0

2
I―
ab
d
不
明

家
」片

51
0
30
0
05
0

礫
面
残
存

I―
b

不
明

微
細
劉
離
あ
る
剥
片
20
0
21
5

J―
c

不
明

剣
片

05
5

3
K

不
明

剥
片

25
0
29
0
07
0

礫
面
残
す



遺
物
番
号
図
面
番
号
写
真
図
肪
測
点
香
号
層
位
隣
合
資
料
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量

備
考

4
2

K
不
明

ま
け片

17
5

礫
面
残
す

2
K

不
明

劇
片

礫
面
残
存

3
K

不
明

剥
片

2
C

チ
ャ
ー
ト

剥
片

礫
面
残
す

3
A

流
紋
岩
5

ま
」 片

頭
部
調
整

― ― 〇 ∞ ― ―

第
3地
点
出
土
石
器

第
4地
点
9。
10
層
(A
T下
位
)出
土
石
器

遺
物
番
号
図
面
番
号
写
真
図
肪
測
点
番
号
層
位
隣
合
資
料
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量

備
考

l
B

黒
耀
石

楔
形
石
器

桑
ノ
木
津
留
産

J―
a

不
明

微
細
剥
離
あ
る
剖
片

G
砂
岩

敲
石

96
0
66
0

22
80

完
形

ユ
G

砂
岩

剖
片

29
5

1
I―
c

不
明

票
J片

24
5

7
1

I
不
明

ま
U片

1
I

不
明

剥
片

07
0

縦
長
剥
片
尾
部
欠
損

1
I

不
明

制
片

0
80
13
2

l
B

黒
耀
石

剥
片

06
5

腰
岳
産

l
I

不
明

剤
片

25
0

1
F

尾
鈴
山
酸
性
岩

磨
石

一
部
残
存

遺
物
番
号
図
面
番
号
写
真
図
跡
測
点
香
号
層
位
接
合
資
料
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量

備
考

ブ
ロ
ッ
ク

9-
1

B
黒
耀
石

ラ
ウ
ン
ド
ス
ク
レ
イ
パ
ー

09
5

日
東
産

9-
3

C
チ
ャ
ー
ト

切
断
面
あ
る
剖
片

20
5
0
65

35
剥
片
の
打
面
頭
部
と
尾
部
を
切
断
・
使
用
痕
・
礫
面
残
存

4

9-
6

I―
b

不
明

ス
ク
レ
イ
パ
ー

15
0
73
5
頭
部
調
整
・
縦
長
剥
片
・
礫
面
残
存

3

9-
4

8
I―
ab

不
明

ス
ク
レ
イ
パ
ー

61
5

36
0
17
40
礫
面
残
存

2

9-
3

I―
ab
c
不
明

二
次
加
工
剥
片

26
5

平
坦
剥
離
・
折
れ
面
を
有
す
る
剥
片

2

9-
4

I―
ab

不
明

二
次
加
工
剣
片

69
0

二
次
加
工
の
後
使
用
に
よ
る
摩
滅
・
礫
面
残
存

2

9-
6

I―
ab
d
不
明

二
次
加
工
ま
」 片

09
0

左
側
下
半
部

9-
2

I―
ac

不
明

二
次
加
工
ま
」 片

礫
面
残
存

2

12
9-
4

I―
ab

不
明

二
次
加
工
剥
片

主
象
J離
面
と
反
対
側
か
ら
二
次
加
工

2

98
10
-ユ

I―
ab
d
不
明

微
細
剥
離
あ
る
剥
片

09
0

縦
長
制
片
・
微
が
表
裏
と
も
右
の
み

3

9-
4

I―
ab
cd
不
明

劉
片

35
0

頭
部
調
整

9-
4

I―
ab
cd
不
明

微
細
剥
離
あ
る
手
」 片
56
0
27
0

打
面
調
整
・
縦
長
票
J片

9-
3

I―
ab

不
明

票
」片

頭
部
調
整

1

9-
2

I―
ab

不
明

微
細
創
離
あ
る
9f
ll
片

折
れ
面
あ
り

9-
3

I―
ab

不
明

微
細
剥
離
あ
る
剥
片

42
0

縦
に
裂
け
る

2

9-
4

I―
ac

不
明

微
細
剖
離
あ
る
剥
片
85
0
52
5

縦
長
剥
片
・
礫
面
残
存

2

9-
3

I―
ab
c
不
明

微
細
剥
離
あ
る
剖
片

礫
面
残
存
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■ １ １

|
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遺
物
番
号
図
面
番
号
写
真
図
版
測
点
番
号
層
位
接
合
資
料
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量

備
考

ブ
ロ
ッ
ク

9-
4

I―
ad

不
明

微
細
劉
離
あ
る
剥
片
22
0
20
0

9-
3

I―
a

不
明

剥
片

20
0
25
0
06
0

1

44
9-
4

I―
ad

不
明

剥
片

石
核
の
調
整
剣
片

10
9

9-
5

I―
ab

不
明

剰
片

06
0

打
面
な
し
,縦
長
剣
片
・
礫
面
残
存

44
7

9-
4

I―
a

不
明

剥
片

20
0
28
5
05
0

ユ

7
9-
5

I―
bc
d
不
明

家
J片

24
0
04
0

ユ

44
7

9-
5

I―
bd

不
明

ま
」片

27
0

07
0

折
れ
面
を
打
面
に
し
て
い
る
・
礫
面
残
存

1

44
9-
5

I―
ad

不
明

制
片

39
0

14
0

7
馳
9-
5

I―
cd

不
明

象
」片

47
0
47
0
20
0
36
8
礫
面
残
存

9-
3

I―
bd

不
明

鋼
片

75
5
43
0
22
0

7
9-
4

I―
b

不
明

劉
片

75
5

20
0
99
5
礫
面
残
存

l

7
9-
3

I―
ab
d
不
明

ま
J片

81
0
41
0
13
0

縦
に
裂
け
る
・
礫
面
残
存

3

44
7

9-
3

I―
ab
d
不
明

象
」 片

76
0

24
0
98
5
打
面
が
残
っ
て
い
な
い
・
礫
面
残
存

3

7
9-
6

C
チ
ャ
ー
ト

素
J片

26
5
27
0
05
0

礫
面
残
存

4

7
9-
5

C
チ
ャ
ー
ト

争
J片

47
0
24
0
08
0

7
9-
4

I―
ab

不
明

石
核

52
0
55
0
32
0
90
0
礫
面
残
存

1

17
9-
3

7
I

不
明

剰
片

51
5
60
0
32
0
51
0

1

9-
3

7
]

不
明

微
細
創
離
あ
る
手
」 片
45
0

21
0
45
8
使
用
痕

1

9-
4

7
I

不
明

ま
」片

22
0

l

9-
3

7
I

不
明

=」

片
18
0
07
0

1

9-
5

7
I

不
明

剥
片

25
0
34
0

1

9-
4

7
I

不
明

剥
片

21
0
31
0
08
0

l

9-
3

7
I

不
明

剥
片

41
0
41
0

礫
面
残
存

1

9-
3

I
不
明

剥
片

42
0
30
0

1

9-
3

I
不
明

剥
片

15
0

07
ユ

9-
2

7
I

不
明

票
」 片

29
0

05
5

ユ

9-
3

7
I

不
明

ま
」片

13
5
03
5

礫
面
残
存

〕

9-
2

7
I

不
明

象
J片

41
5
49
5
14
0
30
0

l

9-
3

7
[

不
明

劉
片

18
0

l

8
9-
4

7
I

不
明

剣
片

33
0
18
0

l

46
8

9-
3

7
I

不
明

石
核

31
7

29
0
63
0
礫
面
残
存

l

9-
3

I―
ab
d
不
明

ま
J片

21
5
35
8

1

8
9-
4

I―
ab
d

不
明

議
J片

37
0
08
0

l

8
9-
5

I―
ab
d
不
明

=」

片
21
0
05
0

12
2

49
9-
4

I―
ab
d
不
明

剥
片

51
0
52
0
22
0

折
損

3

49
9-
6

I―
ab
d
不
明

剰
片

37
0
48
0
09
0

折
損

3

9-
3

9
I―
ab
c
不
明

剥
片

26
8
18
5
06
5

縦
に
裂
け
る
・
礫
面
残
存

1

9-
3

9
I―
ab
c
不
明

剥
片

35
5
26
0
08
0

l

9-
2

9
I―
ab
c
不
明

剥
片

38
0
09
5

87
縦
に
裂
け
る

l



― Ｉ Ｐ Ｏ Ｏ Ｉ Ｉ

遺
物
番
号
図
面
番
号
写
真
図
版
1測
点
番
号
層
位
接
合
資
料
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量
備
考

ブ
ロ
ッ
ク

9-
4

9
I―
ab
c
不
明

微
細
象
」離
あ
る
制
片

礫
面
残
存

l

9-
4

9
I―
ab
c
不
明

剥
片

20
0
60
0
礫
面
残
存

1

9-
1

I―
ad

不
明

剣
片

9-
3

I一
ad

不
明

微
細
al
l維
あ
る
剥
片

14
9

9-
2

I一
ad

不
明

剣
片

17
0

縦
に
裂
け
る

9-
3

I―
ad

不
明

剥
片

9-
3

正
一
ad

不
明

石
核

58
0
78
0

24
80
礫
面
残
存

2

9-
2

I―
ac
d
不
明

剣
片

折
れ
面
を
有
す
る

2

9-
4

I―
ac
d
不
明

票
J片

04
5

縦
に
裂
け
る

2

9-
3

I―
ac
d
不
明

剥
片

22
0
03
0

縦
に
裂
け
る

2

9-
2

I―
ac
d
不
明

剥
片

縦
に
裂
け
る

2

層
一
括
9-
]

2
I―
ab
c
不
明

剥
片

37
5

22
6
礫
面
残
存

9-
4

I―
ab
c
不
明

石
核

12
30

35
40

ft
ll
片
石
核
・
礫
面
残
存

2

9-
4

I―
ad

不
明

熊
」 片

バ
イ
ボ
ー
ラ
ー
・
縦
に
裂
け
る

3

9-
4

3
I―
ad

不
明

黒
V片

バ
イ
ポ
ー
ラ
ー
・
縦
に
裂
け
る

3

9-
5

I―
ad

不
明

剣
片

バ
イ
ポ
ー
ラ
ー
・
縦
に
裂
け
る

3

9-
3

I―
ab

不
明

剣
片

59
0
21
5

19
2

16
2

9-
3

I―
ab

不
明

手
J片

9-
3

I―
ab

不
明

剖
片

9-
3

I―
ab
cd
不
明

剥
片

37
0

礫
面
残
存

1

9-
2

I―
ab
cd
不
明

剖
片

49
8
礫
面
残
存

1

16
6

9-
6

I―
ab
cd
不
明

剥
片

99
0
45
5

3

9-
4

I―
ab

不
明

ま
J片

縦
に
裂
け
る

1

9-
5

I―
ab

不
明

創
片

縦
に
裂
け
る

1

16
9

9-
2

I―
ad

不
明

剥
片

12
2
縦
に
裂
け
る

2

9-
2

I―
ad

不
明

剣
片

縦
に
裂
け
る

9-
5

I―
a

不
明

剥
片

3.
80
32
0

折
れ
面
を
有
す
る
剥
片

3

9-
1

I―
a

不
明

al
l片

28
0

折
れ
面
を
有
す
る
剥
片

9-
4

I―
ab
c
不
明

票
J片

39
5

17
4

9-
5

20
I―
bd

不
明

剖
片

31
5

17
5

9-
3

I―
bd

不
明

釧
片

05
0

9-
3

I―
ac
d
不
明

微
細
剥
離
あ
る
票
」片

42
折
れ
面
を
有
す
る
剥
片

1

9-
2

I―
ac
d
不
明

剥
片

折
れ
面
を
有
す
る
剣
片

1

17
8

71
、
40
11
7
9-
5

G
砂
岩

卵
大
不
定
形
礫

54
5

ほ
ぼ
完
形

40
11
4
9-
4

G
砂
岩

卵
大
不
定
形
礫

ほ
ぼ
完
形

2

40
13
6
10
-1

G
砂
岩

卵
大
不
定
形
礫

28
0

完
形

40
12
8
9-
ユ

G
砂
岩

拳
大
不
定
形
礫

74
5

13
00

完
形

18
2

40
11
5
9-
3

G
砂
岩

拳
大
不
定
形
礫

13
40
ほ
ぼ
完
形

2

18
3

40
13
2
10
-1

G
砂
岩

拳
大
不
定
形
礫

98
5

25
80
ほ
ぼ
完
形
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遺
物
番
号
図
面
香
漏
写
真
図
版
則
点
番
号
層
位
接
合
資
料
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量

備
考

ブ
ロ
ッ
ク

40
12
4
9ワ

G
砂
岩

拳
大
不
定
形
礫

9,
60
58
0
39
0
27
20

完
形

40
12
9

G
砂
岩

拳
大
不
定
形
礫

51
0
49
0
31
60
ほ
ぼ
完
形

G
砂
岩

拳
大
不
定
形
礫

10
90

51
50
34
0
32
80

完
形

4

72
、
75

G
砂
岩

扁
平
礫

83
5
60
0

半
分
残
存

40
13
3

G
砂
岩

扁
平
礫

11
45
52
0

17
40
半
分
残
存

2

20
40
13
5

ll
l

G
砂
岩

扁
平
礫

14
80
61
5
37
0

一
部
残
存

40
13
0

lC
l

G
砂
岩

扁
平
礫
(台
石
?)
16
70

11
.2
0
44
0

割
礫

3

40
13
1

ll
l

G
砂
岩

扁
平
礫
(台
石
?)

14
.6
0
12
60
46
0
11
10
0
完
形

3

82
、
83

G
砂
岩

長
楕
円
II
N

17
40
66
0

65
50

完
形

第
4地
点
5層
出
土
石
器

遺
物
番
号
図
面
番
号
写
真
図
肪
則
点
番
号
層
位
隣
合
資
料
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量
備
考

9
5

D
頁
岩
源
ホ
ル
シ
フ
ェ
ル
ス
微
細
al
l雛
あ
る
al
l片
13
40
61
0
25
5
15
40
礫
面
残
存

第
4地
点
4層
出
土
石
器

遺
物
番
号
図
面
番
号
写
真
図
肪
則
点
番
号
層
位
際
合
資
利
石
材
記
号
石
材
名

種
類

最
大
長
最
大
幅
最
大
厚

重
量
備
考

19
4

20
4

G
黒
耀
石

石
鏃

24
0

04
5

先
端
部
再
調
整

3
4

I―
ab

不
明

微
細
剥
離
あ
る
剥
片
37
0
42
0

20
2
礫
面
残
存

１ ３ 牌 ―



分

類

石材の名称・

細分
特 徴

遺跡

近辺

剣片

石器

礫

石器

A

流
　
紋
　
岩

流紋岩 1

流紋岩 2

流紋岩 3

流紋岩 4

流紋岩 5

流紋岩 6

流紋岩 7

無斑晶流紋岩。表面は風化し白～肌色を呈する。未風化部は黒色。

ホルンフェルス化する。県内では五ヶ瀬川流域で採れる。

無斑晶流紋岩。表面は風化し白地に黒～暗灰色の縞がある。ホル

ンフェルス化している可能性が高い。県内では五ヶ瀬川流域で採

れる。

無斑晶流紋岩。褐灰色を呈し、均質緻密。

濃灰褐色で濃淡による平行縞】犬模様あり。

無斑晶流紋岩。

無斑品質。黒色緻密で境が明瞭な雲状の灰白色風化部をもつ。

無斑晶流紋岩。五ヶ瀬川流域で採れる。

×

×

×

×

×

×

×

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

×

×

×

B 黒耀石 桑ノ木津留、日東、UT-1群 、白浜、腰岳産がある。 × ○ ×

C チャート 白色・乳白色～黒色を呈する。 × ○ ×

D 頁岩源のホルンフェルス 灰色に若千紫がかる。比較的緻密。 × ○ ×

E 頁岩 ○ ○ ○

F 尾鈴山酸性岩 尾鈴山で産出する特有の石材。小丸川流域で採れる。 × × ○

G 砂岩 細粒～粗粒まである。 ○ ○ ○

H 安山岩 輝石安山岩。灰白色地に輝石斑晶含む。 ○ × ○

I 不 明 黒色緻密で手触りなめらか。紫がかるものや雲状に灰色部を含む

ものがある。肉眼的には類似するが火成岩的な特徴を持つもの (流

紋岩)頁岩もしくはホルンフェルス (頁岩源 ?)に区分される可

能性がある。

一　
　
×

○ ×

不明 黒色でややざらつきがあるが、石材 Iと 比べ粒子が粗い。ホルン

フェルスの可能性が高い。

× ○ ×

K 不明 流紋岩 6と 似ているが、粒子が粗く、境が不明瞭な雲状の白色風

化部を有す。流紋岩もしくはそのホルンフェルスの可能性が高い。

× ○ ×

L 不明 暗灰色で頁岩ノジュールに似るが、緻密珪質で粒子が見えない。

流紋岩か ?

? ○ ×

M 不 明 帯緑灰色で、濃淡平行縞模様を呈する。流紋岩か ? × × ○

N 不 明 暗灰色で、粒子が粗い。頁岩のノジュールの可能性が高い。 ? ○ ×

表 8 高野原遺跡の石材利用について

※1 右欄の「遺跡近辺」は大淀川流域 (宮崎平野)で、入手可能を○、不可能を×、不明を?で示した。「剖片石器」「礫石器」

はそれぞれ剣片石器、礫石器として利用されている石材を○、利用されていない石材を×で示した。

※2 石材 I・ 」・Kは、宍戸章氏の鑑定の結果、流紋岩もしくはホルンフェルスの可能性が高いとしている。宍戸氏は流紋岩と

考える根拠として、 a時に晶洞様の窪みがあること、 b石基が観察できること (割れ日がガラス質の鱗の様に見える)、 ホルンフ

ェルスと考えられる視拠として、 c白色や透明のキラキラした粒子みられること、 d全体に紫がかっていることをあげている。筆

者は上記の石材についてこれらの特徴の有無を観察し、その結果を石器観察表の石材記号の欄に記した。

一-102-一
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第Ⅵ章 分析

第 1節 高野原遺跡出上の黒耀石製遺物の原材産地分析

京都大学原子炉実験所  藁科 哲男

1 はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易およ

び文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイトおよび黒耀石遺物の石材産地推

定を行なっている1ヽ 2、 3)。 石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要がある。地質時代に

自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の組成が一致すれば必

要条件を満たし、その露頭からの流れたルートを地形学などで証明できれば、十分条件を満たし、ただ一

カ所の一致する露頭産地の調査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では F石器とある産

地の原石が一致したからと言って、そこの産地のものと言い切れないが、しかし一致しなかった場合そこ

の産地のものでないと言い切れる』が大原則である。考古学では、人工品の様式が一致すると言う結果が

非常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青銅器、ガラスな

どの人手が加わった調合素材があリー致すると言うことは古代人が意識して一致させた可能性があり、一

致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査する重要な結果である。

石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元素組成を指標にした分類では、例えば石

材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置する、産地地方との交流を示す土器が出上して

いるなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端な結果となり、遠距離伝播した石材を近くの産地

と誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の元素組成とA産地原石の組成が一致し、必要条件を満

足しても、原材産地と出土遺跡の間に地質的関連性がないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従

って地形学で証明できず、その石器原材がA産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と

産地原石が一致したことが、直ちに考古学の資料とならない、確かにA産地との交流で伝播した可能性は

否定できなくなったが、 B、 C、 Dの産地でないとの証拠がないために、A産地だと言い切れない。B産

地と一致しなかった場合、結果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはB産地と

交流がなかったと言い切れる。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地 (A、 B、

C、 D・ ・・・)の原石群と比較して、A産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれ

ば、石器がA産地の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混

乱し不可能であると思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞ

れが使用している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。産地分析の

結果の信頼性は何ケ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少なけれ

ば、信頼性の低い結果と言える。黒耀石、サヌカイトなどの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみら

れないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心に元

素分析を行ない、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求め、あ

らかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、分散など

L
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と遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合 (マハラノビスの距離)を求める。次に、古代人が採

取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の可能性は十分に考えられ

る。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測して判定を行うホテ

リングのT2検定を行う。この検定を全ての産地について行い、ある原石遺物原材と同じ成分組成の原石

はA産地では10個中に一個みられ、B産地では一万個中に一個、C産地では百万個中に一個、D産地で

は・・・ 。一個と各産地毎にもとめられるような、客観的な検定結果からA産地の原石を使用した可能性

が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属される確率を求めて産地を同定する。

今回分析した遺物は宮崎県高岡町に位置する高野原遺跡出上の黒耀石製遺物が14個で、産地分析の結果が

得られたので報告する。

2 黒耀石原石の分析

黒耀石原石の風化面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分散型蛍光X分析装置

によって元素分析を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、 Zr、 Nbの 12元素を

それぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り産地を特定

する指標とした。黒耀石ではCa/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zrを それぞれ

用いる。黒耀石の原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、

九州、の各地に分布する。調査を終えた原産地を図66に示す。黒耀石原産地のほとんどすべてがつくされ、

元素組成によってこれら原石を分類して表 9に示す。この原石群に原石産地が不明の遺物で作った遺物群

を加えると195個の原石群になる。佐賀県の腰岳地域および大分県の姫島地域の観音崎、両瀬の両地区は

黒耀石の有名な原産地で、姫島地域ではガラス質安山岩もみられ、これについても分析を行なった。隠岐

島、壱岐島、青森県、和田峠の一部の黒耀石には、Srの含有量が非常に少なく、この特徴が産地分析を行

う際に他の原産地と区別する、有用な指標となっている。九州西北地域の原産地で採取された原石は、相

互に組成が似た原石がみられる (表 10)。 西北九州地域で似た組成を示す黒耀石の原石群は、腰岳、古里

第一、松浦第一の各群 (腰岳系と仮称する)お よび淀姫、中町第二、古里第三、松浦第四の各群 (淀姫系

と仮称する)な どである。淀姫産原石の中で中町第一群に一致する原石は12%個で、一部は淀姫群に重な

るが中町第一群に一致する遺物は中町系と分類した。また、古里第二群原石と肉眼的および成分的に似た

原石は嬉野町椎葉川露頭で多量に採取でき、この原石は姫島産乳灰色黒耀石と同色調をしているが、組成

によって姫島産の黒耀石と容易に区別できる。もし似た組成の原石で遺物が作られたとき、この遺物は複

数の原産地に帰属され原石産地を特定できない場合がある。たとえ遺物の原石産地がこれら腰岳系、淀姫

系の原石群の中の一群および古里第二群のみに帰属されても、この遺物の原石産地は腰岳系、淀姫系およ

び古里第二群の原石を産出する複数の地点を考えなければならない。角礫の黒耀石の原産地は腰岳および

淀姫で、円礫は松浦 (牟田、大石)、 中町、古里 (第二群は角礫)の各産地で産出していることから、似

た組成の原石産地の区別は遺物の自然面から円礫か角礫かを判断すれば原石産地の判定に有用な情報とな

る。旧石器の遺物の組成に一致する原石を産出する川棚町大崎産地から北方 4 kmに位置する松岳産地があ

るが、現在、露頭からは 811m程度の小礫しか採取できない。また、佐賀県多久のサヌカイト原産地からは

黒耀石の原石も採取され梅野群を作った。九州中部地域の塚瀬と小国の原産地は隣接し、黒耀石の生成マ
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グマは同質と推測され両産地は区別できない。また、熊本県の南関、轟、冠ケ岳の各産地の原石はロ
ーム

化した阿蘇の火砕流の層の中に含まれる最大で親指大の黒耀石で、非常に広範囲な地域から採取される原

石で、福岡県八女市の昭和溜池からも同質の黒耀石が採取され昭和池群を作った。従って南関等の産地に

同定された遺物の原材産地を局所的に特定できない。桑の木津留原産地の原石は元素組成によって 2個の

群に区別することができる。桑の木津留第 1群は道路切り通し面の露頭から採取できるが、桑の木津留第

2群は転礫として採取でき、これら両者を肉眼的に区別はできない。また、間根ヶ平原産地では肉眼観察

で淀姫黒耀石のような黒灰色不透明な黒耀石から桑ノ木津留に似た原石が採取され、これらについても原

石群を確立し間根ケ平産黒耀石を使用した遺物の産地分析を可能にした。遺物の産地分析によって桑の木

津留第 1群 と第 2群の使用頻度を遺跡毎に調査して比較することにより、遺跡相互で同じ比率であれば遺

跡間の交易、交流が推測できるであろう。石炭様の黒耀石は大分県萩台地、熊本県滝室坂、箱石峠、長谷

峠、五ヶ瀬川の各産地および大柿産、鹿児島県の樋脇町上牛鼻産および平木場産の黒耀石は似ていて、肉

眼観察ではそれぞれ区別が困難であるが、大半は元素組成で区別ができるが、上牛鼻、平木場産の両原石

については各元素比が似ているため区別はできない。これは両黒耀石を作ったマグマは同じで地下深くに

あり、このマグマが地殻の割れ目を通って上牛鼻および平木場地区に吹きだしたときには、両者の原石の

組成は似ると推定できる。従って、産地分析で上牛鼻群または平木場群のどちらかに同定されても、遺物

の原石産地は上牛鼻系として上牛鼻または平木場地区を考える必要がありる。出水産原石組成と同じ原石

は日東、五女木の各原産地から産出していてこれらは相互に区別できず日東系とした。竜ケ水産原石は桜

島の対岸の竜ケ水地区の海岸および海岸の段丘面から採取される原石で元素組成で他の産地の黒耀石と容

易に弁別きる。

3 結果 と考察

遺跡から出土した黒耀石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されているにす

ぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒耀石製の石器で、

水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影響を受けやすい

と考えられる。Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比量を除いて産地分析を行なった場合、また除かずに産地分析を

行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量についても風化の影響を完全

に否定することができないので、得られた確率の数値にはや 不ゝ確実さを伴うが、遺物の石材産地の判定

を誤るようなことはない。今回分析した遺物の元素比結果を表ととに示した。

石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明

を簡単にするためRb/Zrの 一変量だけを考えると、表11の試料番号68714番の遺物ではRb/Zrの 値は0.663

で、日東群の [平均値]± [標準偏差値]は、0.712± 0.028で ある。遺物と原石群の差を標準偏差値 (σ )

を基準にして考えると遺物は原石群から1.75σ 離れている。ところで日東群の原産地から100ヶ の原石を

採ってきて分析すると、平均値から±1.75σ のずれより大きいものが 8個ある。すなわち、この遣物が、

日東群の原石から作られていたと仮定しても、1.75σ以上離れる確率は8%であると言える。だから、日

東群の平均値から1.75σ しか離れていないときには、この遺物が日東群の原石から作られたものでないと

は、到底言い切れない。ところがこの遺物を腰岳群に比較すると、腰岳群の平均値からの隔たりは、約11
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σである。これを確率の言葉で表現すると、腰岳の産地の原石を採ってきて分析したとき、平均値からll

σ以上離れている確率は、千億分の一であると言える。このように、千億個に一個しかないような原石を

たまたま採取して、この遺物が作られたとは考えられないから、この遺物は、腰岳産の原石から作られた

ものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は日東群に8%の確率で

帰属され、信頼限界の0.1%を 満たしていることから日東産原石が使用されていると同定され、さらに腰

岳群に十億分の一%の低い確率で帰属され、信頼限界の0.1%に満たないことから腰岳産原石でないと同

定される」。遺物が一ケ所の産地 (日 東産地)と 一致したからと言って、例え日東群と腰岳群の原石は成

分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形 (非破

壊分析)であることから、他の産地に一致しないとは言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の

産地にも一致する可能性は推測される。即ちある産地 (日東群)に一致し必要条件を満たしたと言っても

一致した産地の原石とは限らないために、帰属確率による判断を表 9の 195個すべての原石群について行

ない、十分条件である低い確率で帰属された原石群を消していくことにより、はじめて日東産地の石材の

みが使用されていると判定される。実際はRb/Zrと いった唯 lヶ の変量だけでなく、前述した8ケ の変量

で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならならい。例えばA原産地のA群で、Ca元素とRb元素

との間に相関があり、Caの量を計ればRbの量は分析しなくても分かるようなときは、A群の石材で作ら

れた遺物であれば、A群 と比較したとき、Ca量が一致すれば当然Rb量 も一致するはずである。もしRb量

だけが少しずれている場合には、この試料はA群に属していないと言わなければならない。このことを数

量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマハラノビスの距離を求めて行

なうホテリングのT2検定である。これによって、それぞれの群に帰属する確率を求めて、産地を同定す

る4、 5。 産地の同定結果は 1個の遺物に対して、黒耀石製では196個の推定確率結果が得られている。今回

産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面の都合上

記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという非常に重要な

意味を含んでいる、すなわち、日東産原石と判定された遺物について、台湾の台東山脈産原石、北朝鮮の

会寧遺跡で使用された原石と同じ組成の原石とか、信州和田峠、霧ケ峰産の原石の可能性を考える必要が

ない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表12に記入した。原石群を作った原石試料は直径 3

cm以上であるが、小さな遺物試料によって原石試料と同じ測定精度で元素含有量を求めるには、測定時間

を長くしなければならない。しかし、多数の試料を処理するために、 1個の遺物に多くの時間をかけられ

ない事情があり、短時間で測定を打ち切る。また、検出された元素であっても、含有量の少ない元素では、

得られた遺物の測定値には大きな誤差範囲が含まれ、原石群の元素組成のバラツキの範囲を越て大きくな

る。したがって、小さな遺物の産地推定を行なったときに、判定の信頼限界としている0。1%に達しない

確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、原石産地 (確率)の欄の確率値に替えて、マハラ

ノビスの距離D2の値を記した。この遺物については、記入されたD2の値が原石群の中で最も小さなD2

値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成と似ているといえるため、推定確率は低い

が、そこの原石産地と考えてほ 間ゞ違いないと判断されたものである。今回分析を行なった高野原遺跡の

分析した14個の遺物の中で最も多く使用された原石は、桑ノ木津留第 1群、第 2群にそれぞれ 7個、 1個

で桑ノ木津留産原石としては 8個 (57%)になり、次に日東・五女木産は 3個 (21%)、 白浜、腰岳産と

丘
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同定された遺物が各 1個 (7%)、 また、宮崎県小林市大字真方字内屋敷に位置する内屋敷遺跡出上の産

地不明の黒耀石製遺物で作ったUT-1遺物群に帰属された遺物が1個確認された。腰岳群と一致する組成

の原石の産地は表 2に示すが、遺物に自然面がある場合には産地分析で腰岳または淀姫の判定をした後に、

円礫か角礫かを判断すれば、角礫の黒耀石の原産地は腰岳および淀姫で、円礫は松浦半島の牟田、大石、

針尾島の中町、古里 (第二群は角礫)の各産地で産出していることから原石産地の判定に有用な情報とな

る。今回腰岳産と同定された遺物は1011ull X 5 1mnの 大きさで、自然面がなく角礫、円礫の判定はできなかっ

た。従って、自然面を持たないために、腰岳、松浦、古里など複数の産地を考慮しなければならないが、

これら西北九州地域の産地と交流があったと推測しても産地分析の結果と矛盾しない。また、UT遺物群

の原石が使用されているが、UT遺物群が多用されている地域は小林市で、高野原遺跡を含めこれら地域

の近郊に原石産地が存在する可能性が推測される。これら遺物群の原石産地を原石採取遺跡として発見で

きれば、この遺物群の使用圏が明らかになると古代交流を考究する資料の一部となる。

参考文献

1) 藁科哲男 。東村武信 (1975)、 蛍光X線分析法によるサヌカイト石器の原産地推定 (H)。 考古学と自然科学、

8 :61-69

2) 藁科哲男 。東村武信・鎌木義昌 (1977)、 (1978)、 蛍光X線分析法によるサヌカイト石器の原産地推定 (Ⅲ )。

(IV)。 考古学と自然科学、10、 11:53-81:33-47

3) 藁科哲男 。東村武信 (1983)、 石器原材の産地分析。考古学と自然科学、16:59-89

4) 東村武信 (1976)、 産地推定における統計的手法。考古学と自然科学、 9:77-90

5) 東村武信 (1980)、 考古学と物理化学。学生社

―-108-―

ヽ



表
9-
1
各
黒
耀
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

― ― 牌 〇 〇 ― ―

原
  
産
 
 
地

原
石
群
名

分
析
個
数

元
  
  
 
素
  
  
 
比

Ca
/K
  
  
  
Ti
/K
  
  
  
"I
n/
Zr
  
  
 F
e/
Zr
  
  
 R
b/
Zr
  
  
  
Sr
/Z
r 
  
  
 Y
/Z
r 
  
  
 N
b/
Zr
  
  
  
A1
/K
  
  
  
Si
/K

北
海
道

一 二

第 第
寄 ク

名
0.
47
8」
ヒ
0,
01
1 
 0
.1
21
±
0,
00
5 
 0
,0
35
」
ヒ
0.
00
7

0.
30
9」
ヒ
0.
01
5 
 0
.1
03
」
LO
.0
05
  
0.
02
1±
0.
00
6

2.
01
1=
L0
06
3 
06
14
=L
O.
03
2

1,
77
4」
ヒ
0.
05
5 
 0
.6
96
」
LO
.0
44
0.
57
4」
LO
.0
22
 0
.1
20
=ヒ
0.
01
7

0.
26
5」
LO
,0
11
  
0.
30
1」
L0
02
2
0.
02
4±
00
16
 0
.0
33
=ヒ
0.
00
2 
0.
45
1=
LO
,0
10

00
26
」
LO
.0
20
  
0.
02
8」
ヒ
0.
00
7 
 0
,3
94
」
LO
,0
10

白 滝 地 区

山 沢 沢 滝

石 号 加 さ
じ

赤 八 幌 あ

０ ０ ３ ９

0 
17
3t
L 
O.
01
4 
00
61
=L
O.
00
3 
00
79
=ヒ
0.
01
3

0.
13
8 
EL
 O
.0
10
 0
.0
22
 E
L 
O.
00
2 
0。
10
5=
LO
.0
17

0。
13
9=
LO
,0
09
 0
,0
23
=L
O.
00
1 
 0
.0
99
=L
O.
01
5

0.
14
2」
LO
.0
10
  
0.
02
3」
LO
.0
01
  
0.
10
1ど
ヒ
0.
01
4

2.
71
4」
ヒ
0。
14
2 
 1
.3
40
」
LO
.0
59
  
0.
28
3」
LO
.0
19

3.
12
3±
0.
12
7 
 1
.8
46
±
0,
06
5 
 0
.1
05
±
0.
01
9

2.
97
5」
LO
,1
02
  
1,
79
4」
LO
.0
77
  
0.
10
4」
ヒ
0.
01
0

3.
03
8」
ヒ
0.
12
5 
 1
,7
87
」
LO
.0
76
  
0,
11
5」
LO
.0
15

0.
34
1」
ヒ
0.
03
0 
 0
07
3」
LO
.0
26

0.
47
5 
EL
 O
.0
45
 0
.0
76
=L
O.
04
6

0.
47
0=
LO
.0
37
 0
10
3=
LO
.0
27

0.
45
7=
LO
,0
35
 0
.0
76
=L
O.
04
4

0.
02
8=
LO
.0
02
 0
.3
74
=L
O.
01
0

0,
02
7」
LO
.0
08
  
0.
35
9」
LO
,0
42

0.
02
7」
LO
.0
02
  
0,
36
9」
ヒ
0,
00
7

0.
02
7=
L0
00
5 
0.
36
5=
LO
,0
11

近
文
台
第
一

ク
 
第
二

ク
 
第
三

秩
父
別
第
一

ク
 
第
二

滝
 
川
第
一

ク
 
第
二

置
戸
・
所
山

置
 
戸
・
置
戸
山

ケ
シ
ョ
マ
ッ
プ
第
一

第
二

０ ７ ７ １ ５ １ ５ ５ ８ 　 ８ ５

0.
81
9■
0.
01
3

05
17
±
00
11

0.
51
4±
0.
01
2

0.
24
9=
LO
.0
17

0.
50
6=
LO
.0
16

0.
25
3=
LO
.0
18

0.
51
0±
0.
01
5

03
26
=L
O.
00
8

0.
46
4」
LO
.0
16

0.
57
5=
LO
,0
56

0.
67
6±
0.
01
1

0.
16
5=
LO
.0
06

00
99
=L
O.
00
5

0.
09
8=
ヒ
0.
00
5

01
22
=L
O.
00
6

0.
09
8=
LO
.0
05

0.
12
2=
LO
,0
06

0,
09
8=
LO
,0
05

0.
12
8=
LO
.0
05

0.
13
8」
LO
.0
05

0,
11
0±
0.
01
1

01
45
±
00
05

0.
08
1±
0.
01
0

0.
06
7」
ヒ
0.
09
0

0.
06
6=
ヒ
0.
01
4

0.
07
8 
EL
 O
,0
11

0.
07
0±
0.
01
1

0,
07
7」
ヒ
0.
00
9

0,
06
8」
ヒ
0.
00
9

0.
04
5」
LO
.0
08

0.
04
9」
LO
.0
08

0.
05
1±
0.
01
1

0.
05
6=
LO
.0
14

3.
26
6■
0.
11
7

2.
77
3」
L0
09
7

2.
76
5」
ヒ
0.
12
5

1.
61
4±
0.
06
8

2,
75
0」
LO
.0
99

16
13
±
00
90

27
40
±
00
72

1.
81
3±
0.
06
2

1,
72
6」
ヒ
0,
07
2

2.
55
5」
ヒ
0.
08
6

2.
63
1■
01
26

0.
60
4」
L0
03
1

0.
81
2=
L0
03
7

0,
81
4=
LO
.0
68

0.
99
5=
ヒ
0.
03
7

0.
80
5=
LO
.0
42

1.
01
7±
0,
04
5

0.
80
2=
LO
.0
19

0.
82
4±
0.
03
4

0,
44
9=
LO
,0
24

0.
59
5=
LO
.0
58

0.
60
6=
LO
.0
30

0.
94
1 
EL
 O
.0
30

0.
81
8=
LO
.0
34

0.
81
5=
LO
.0
42

0.
45
8」
LO
.0
23

0.
80
8」
ヒ
0,
03
2

0.
45
9=
LO
.0
25

0.
81
2±
0,
01
9

0.
45
4」
LO
,0
20

0.
40
7」
L0
02
3

0.
63
6」
ヒ
00
27

0.
71
2」
LO
.0
32

0.
16
5」
LO
.0
20

0。
19
7±
0.
02
4

0.
19
9=
LO
.0
39

0.
23
5=
LO
,0
24

01
97
=L
O.
02
6

0.
23
3=
ヒ
0.
02
9

0.
19
2=
LO
.0
26

01
79
=L
O.
02
3

01
33
±
0.
01
9

01
67
=L
O.
02
7

0.
17
0=
LO
.0
28

0.
03
9=
ヒ
0.
01
6

00
41
±
0.
01
9

0.
07
8=
ヒ
0.
00
8

0.
02
3=
LO
.0
21

0.
02
7=
LO
.0
16

0.
03
8」
LO
.0
18

0.
03
2」
ヒ
0,
02
3

0.
04
4」
LO
,0
20

0.
02
6=
LO
.0
14

0.
03
7」
LO
.0
20

0,
03
0」
LO
.0
13

0,
03
9=
ヒ
00
02

0.
03
5=
LO
.0
02

0.
03
4=
L0
00
2

00
22
」
LO
.0
04

0.
02
7=
LO
.0
03

00
25
=L
00
03

00
30
」
L0
00
4

0.
03
0」
LO
.0
02

0,
03
2」
ヒ
00
03

0.
03
0」
ヒ
0.
00
3

0.
03
0=
LO
.0
03

04
57
=L
00
08

0,
44
2 
EL
 O
.0
09

04
43
■
0.
01
1

0.
33
4±
0.
01
3

0,
37
1■
0.
01
0

0.
37
0」
LO
.0
23

0.
39
3=
LO
.0
31

0.
41
2■
0,
01
0

04
56
=ヒ
0.
01
0

0 
39
7E
L 
O.
01
3

0.
39
2 
EL
 O
.0
10

自 滝 地 区

勝
三
股

蔓
第
一

ク
 
第
二

十 美

６ ４ ２

0.
25
6」
LO
.0
18
  
0.
07
4」
L0
00
5 
 0
.0
68
」
LO
.0
10

0.
49
9」
LO
.0
20
  
0.
12
4」
LO
.0
07
  
0.
05
2」
生
0.
01
0

0.
59
3 
EL
 O
.0
36
 0
。
14
4=
LO
.0
12
 0
,
05
6=
LO
.0
10

2.
28
1±
00
87
  
1.
09
7」
LO
.0
55
  
0.
43
4」
LO
.0
23

2.
63
5」
LO
.1
81
  
0.
80
2」
LO
.0
61
  
0.
70
7」
ヒ
0,
04
4

3.
02
8」
ヒ
0.
25
1 
 0
.7
62
」
L0
04
0 
 0
,7
64
」
LO
.0
51

0,
33
4」
LO
,0
29
  
0,
06
4」
LO
.0
25

01
99
」
LO
.0
29
  
0.
03
9」
LO
.0
23

0.
19
7=
LO
.0
26
 0
.0
38
=L
O.
02
2

0.
02
9=
LO
.0
02
 0
.3
96
 E
L 
O,
01
3

0.
03
3=
L0
00
2 
0.
44
2=
LO
.0
15

0.
03
4」
LO
,0
02
  
0.
44
9」
LO
.0
09

赤
井
川
第
一

ク
 
第
二

豊
 
泉
第
一

″
 
第
二

０ ０ ５ ０

５ ３ ７ ４

0.
25
4」
LO
.0
29
  
0.
07
0」
ヒ
0.
00
4 
 0
.0
86
」
LO
.0
10

0.
25
8」
LO
.0
65
  
0.
07
2」
LO
.0
02
  
0.
08
0」
LO
.0
10

0.
47
3」
ヒ
0.
01
9 
 0
.1
48
」
LO
.0
07
  
0.
06
0」
LO
.0
15

0.
37
7」
L0
00
9 
 0
13
3」
LO
.0
06
  
0.
05
5」
LO
.0
08

04
28
■
0,
02
1 
 0
.2
49
±
0.
02
4

0.
43
6ど
ヒ
0.
02
6 
 0
.2
45
」
LO
,0
21

06
07
」
ヒ
0.
02
8 
 0
,1
57
」
ヒ
0.
02
0

0.
51
3」
LO
,0
18
  
0.
17
7」
ヒ
00
16

0.
05
8」
ヒ
0.
02
3 
 0
,0
27
」
L0
00
2 
 0
.3
71
■
0.
00
9

00
21
±
0.
02
9 
 0
,0
25
」
LO
.0
07
  
0,
37
1±
0.
00
7

0,
02
5」
LO
.0
17
  
0,
03
2」
L0
00
2 
 0
.4
69
」
LO
.0
13

00
07
」
LO
.0
15
  
00
30
」
LO
.0
05
  
0.
43
1■
0.
01
0

2.
21
3」
ヒ
0。
10
4 
 0
.9
69
」
L0
06
0

2.
20
7」
LO
.0
83
  
0.
97
0」
LO
.0
45

1,
76
4=
LO
,0
72
 0
.4
38
=L
O,
02
7

1.
72
3=
LO
.0
66
 0
.5
16
=L
O.
01
9

青
森
県

内 島
腰 来

折 出

Ｆ ９ ７ ｒ

01
90
」
L0
01
5 
 0
07
5」
LO
.0
03
  
0.
04
0」
LO
,0
08

0.
34
6」
LO
.0
22
  
0.
13
2」
LO
.0
07
  
0.
23
1±
0,
01
9

0.
31
8=
ヒ
0.
01
4 
0.
14
1=
L0
03
3 
0.
07
6=
ヒ
0.
02
1

1.
10
6
」
ヒ
0,
05
6 
 0
.3
99
」
L0
03
8 
 0
17
9」
ヒ
0.
03
1

1.
57
5」
壁
0.
06
6 
 1
.2
41
■
0.
04
6

2.
26
8」
LO
.0
85
  
0.
86
5」
ヒ
0.
04
4

0,
02
4」
LO
.0
02
  
0.
34
8」
LO
.0
10

0.
03
8」
LO
.0
03
  
0.
49
9」
LO
.0
13

深 浦
沢 山

角 森
六 八

６ １

３ ４

0.
08
0」
LO
.0
08
  
0.
09
7」
LO
.0
11
  
0.
01
3」
LO
.0
02

0,
07
7=
LO
,0
05
 0
,0
98
=L
O.
00
3 
0.
01
3=
L0
00
2
0.
69
7」
LO
,0
21
  
0.
12
8」
LO
.0
08
  
0,
00
2」
ヒ
0.
00
2

0.
70
1」
ヒ
0.
01
8 
 0
.1
34
」
L0
00
5 
 0
.0
02
」
LO
,0
02
00
64
」
LO
.0
07
  
0.
03
5」
LO
,0
04

0.
07
0」
LO
.0
05
  
0.
03
4」
LO
.0
06
0.
02
6」
LO
,0
02
  
0.
37
9」
L0
01
0

00
27
」
ヒ
0.
00
5 
 0
.3
84
」
ヒ
0,
00
9

青 森 市

一 二 坂 山 川

第 第
門 　 ケ 森 湯

一 戸 　 鶴 鷹 下

８ ８ ３ ７ ６

〈 ツ ″ つ と 　 つ υ 刀 仕 Ｏ υ

0.
25
0」
LO
,0
24
  
0,
06
9」
LO
.0
03

0.
08
4=
LO
,0
06
 0
,1
04
 E
L 
O.
00
4

0.
34
4」
LO
.0
17
  
0.
13
2」
LO
,0
07

0.
25
2」
LO
.0
17
  
0.
06
8」
ヒ
0.
00
9

9.
67
3=
LO
.4
79
 2
.7
03
=L
O.
14
9

0.
06
8」
LO
.0
12
  
2.
35
8」
生
0.
25
7 
 1
.1
68
」
LO
.0
62

0,
01
3」
ヒ
0,
00
2 
 0
,6
91
±
0,
02
1 
 0
。
12
3」
LO
.0
06

0.
23
2」
LO
.0
23
  
2.
26
1±
0,
14
3 
 0
,8
61
±
0.
05
2

0.
07
9」
LO
.0
33
  
2.
54
8」
生
0.
13
1 
 1
.1
49
」
LO
.0
69

3.
26
7」
ヒ
0.
21
7 
21
,6
48
 E
L 
l.
50
0 
0.
09
0」
ヒ
00
21

0.
52
1
±
0.
06
3 
 0
,2
77
」
LO
.0
65

0,
00
2」
ヒ
0.
00
2 
 0
06
9」
LO
.0
10

1.
08
1±
0,
06
0 
 0
39
0」
LO
.0
39

0.
56
8=
LO
.1
08
 0
.2
88
 E
L 
O.
03
7

1.
70
8=
LO
,1
02
 0
 1
55
EL
O.
01
5

0,
07
6:
L0
02
5 
0,
02
6=
LO
.0
02
 0
,3
62
=L
O.
01
5

0.
03
3=
LO
.0
05
 0
.0
25
=L
O.
00
2 
0.
36
9=
LO
.0
07

0.
18
6=
LO
.0
37
 0
.0
37
=L
O.
00
2 
0.
49
6=
LO
.0
18

0.
04
9」
LO
.0
36
  
00
28
」
LO
.0
05
  
0.
38
3」
L0
01
8

0.
16
9」
LO
.0
31
  
0.
05
3」
生
0,
04
2 
 0
.8
58
」
LO
.0
88

迦 石
釈

大 黒

６ ４

0.
25
3」
LO
.0
16
  
0.
06
7」
LO
.0
08
  
0.
07
7」
LO
.0
29

8,
90
5」
LO
.2
43
  
2.
48
4」
ヒ
00
55
  
0,
1
61
」
ヒ
0.
01
8

0.
02
8=
LO
.0
03
 0
.3
85
=L
O.
01
8

0,
12
4」
LO
.0
14
  
1.
40
9=
LO
.0
44

2.
51
9」
LO
.1
48
  
1.
14
7」
ヒ
0.
06
5 
 0
.5
58
」
LO
.0
87

75
70
」
LO
.3
36
  
0.
06
8」
L0
01
4 
 1
62
1±
0,
06
3
0.
28
6」
ヒ
0,
03
5 
 0
.0
47
」
L0
04
0

0.
24
4ど
ヒ
0.
02
2 
 0
.0
27
」
LO
.0
14

秋
田
県
男 鹿

崎 本
ケ

金 脇

４ ４

0.
02
9=
LO
.0
02
 0
.3
68
=ヒ
0.
00
8

0.
02
8=
ヒ
00
06
 0
36
7E
LO
.0
09

0.
29
4±
0.
00
9 
 0
,0
87
」
ヒ
0.
00
4

0.
29
5」
LO
.0
08
  
0.
08
7」
LO
.0
04
0.
22
0」
LO
.0
18
  
16
44
」
生
0.
08
1

0.
21
9=
LO
,0
17
  
1.
67
1=
LO
,0
77
1.
49
3±
0.
08
1 
 0
.9
30
±
0.
04
3

1.
50
3」
LO
.0
72
  
0,
93
9」
ヒ
00
54
0.
28
7」
LO
,0
39
  
0.
09
8」
LO
.0
40

0.
28
6±
00
45
 0
10
8±
0.
03
4



表
9-
2 
各
黒
耀
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
  
産
  
地

原
石
群
名

析 数
分 個
Ca
/K

Ti
/K

0.
28
5=
ヒ
0,
02
1 
 0
.1
23
』
L0
00
7

0.
38
5」
ヒ
00
08
  
01
16
」
L0
00
5

7E

�
ln
/Z
r 
  
  
 F
e/
Zr

01
82
」
ヒ
0.
01
6 
 1
.9
06
」
ヒ
00
96

0 
04
9 
ΞL
 O
.0
17
  
1.
80
6=
LO
.0
54

ヨ烏
  
  
  
  
  
 
と
と

Rb
/Z
r 
  
  
 S
r/
Zr

09
66
」
生
0.
06
9 
 1
02
2」
L0
07
1

0.
58
0」
ヒ
0.
02
5 
 0
44
1」
LO
.0
23

Y/
Zr

Nb
/Z
r 
  
  
 A
1/
K

Si
/K

0.
27
6」
L0
03
6 
 0
11
9」
ヒ
0,
03
3 
 0
.0
33
」
L0
00
2 
 0
.4
43
」
ヒ
0.
01
4

0.
21
2」
ヒ
00
20
  
00
56
」
LO
,0
15
  
00
33
」
LO
.0
03
  
0.
46
0」
L0
01
0

山
形
県

山 江
可

月 寒

４ ４

岩
手
県

石 居 泉

雫 折 花

５ ２ ０

0.
63
6 
EL
 O
.0
33
 0
.1
87
=L
00
12
 0
 0
52
EL
0 
00
7

0.
61
5=
LO
.0
55
 0
18
0=
LO
.0
16
 0
.0
58
=L
O.
00
7

05
96
=L
O.
04
6 
0.
17
7=
LO
.0
18
 0
.0
56
=L
00
08

1.
76
4」
LO
.0
61
  
03
05
」
LO
.0
16

1,
75
1■
0.
06
2 
 0
.3
06
」
LO
.0
33

17
42
ど
二
0.
07
2 
 0
31
4」
ヒ
00
19

0.
04
1」
ヒ
0.
00
3 
 0
59
4」
LO
.0
14

00
41
」
LO
.0
05
  
0.
59
4」
ヒ
00
55

0.
04
1±
0.
00
3 
 0
.5
86
」
ヒ
0.
03
0

0,
43
1■
00
21
  
02
09
」
生
0.
01
6

0.
42
1±
0.
05
1 
 0
22
8」
ヒ
0.
07
9

0.
42
0=
LO
.0
25
 0
.2
20
=L
O.
01
6

0.
04
5 
ΞL
 0
 0
14

00
45
±
0.
01
1

0.
04
4=
LO
.0
13

宮
城
県

倉 釜
湯 塩

2.
54
4±
0.
14
9 
 0
.1
16
■
0.
00
9

11
36
2±
1.
15
0 
 0
.1
68
」
L0
01
8
0.
65
8」
ヒ
0.
02
4 
 0
.1
38
」
LO
.0
15

12
9
8」
L0
06
3 
 0
15
5」
L0
01
6
0,
02
0」
LO
.0
13
  
0,
07
3」
LO
.0
03
  
0.
95
6」
ヒ
00
40

00
37
」
壁
0.
01
8 
 0
.0
77
」
L0
00
2 
 0
.7
20
」
LO
.0
32

21
74
」
L0
06
8 
 0
.3
49
」
ヒ
0.
01
7

4.
82
8」
LO
.3
95
  
1,
63
0■
0.
10
4

0.
05
7」
と
0,
00
5

0.
17
8■
00
17

栃
木
県

高
 
原
 
山

07
38
」
LO
.0
67
  
0.
20
0」
生
0.
01
0 
 0
.0
44
」
LO
,0
07
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16
」
L0
11
0 
 0
.3
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±
00
25
  
05
02
」
LO
.0
28
  
01
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」
L0
01
7 
 0
,0
23
」
ヒ
0,
01
4 
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.0
36
」
ヒ
00
02
  
05
16
』
LO
.0
12

東
京
都

神
津
島
第
一
津

ク
 
第
二
島 根

長

５ つ 々 ４

17
29
」
L0
07
9 
 0
47
1■
0.
02
7

1.
83
3」
ヒ
0.
06
9 
 0
.6
15
」
ヒ
0.
03
9

1.
80
5」
生
0,
09
6 
 0
.6
14
」
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36
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89
」
L0
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7 
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.2
47
」
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.0
21

0.
65
6」
LO
.0
50
  
0,
30
3」
ヒ
00
34

0.
66
4」
ヒ
0.
04
5 
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.2
91
±
0.
02
9

03
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」
ヒ
0.
01
4 
 0
.1
36
」
ヒ
0.
00
5 
 0
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2』
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.0
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17
」
LO
.0
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0.
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0±
0,
00
8 
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.1
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」
LO
.0
14
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18
±
0.
02
0 
 0
12
0」
ヒ
00
05
  
0,
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8」
ヒ
0.
01
4

0.
03
6」
L0
00
3 
 0
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4」
LO
.0
12

0.
03
3」
ヒ
0.
00
2 
 0
47
1■
0.
00
9

00
34
」
LO
,0
06
  
0.
47
6」
ヒ
00
12

0,
09
0=
LO
.0
26

01
07
=L
O.
02
6

00
93
」
し
0.
03
9

6.
76
5=
L0
25
4 
22
19
=L
O.
05
7

20
56
」
LO
,0
64
  
0.
66
9=
L0
01
9

1.
66
3」
LO
.0
71
  
0.
38
1±
00
19

92
82
=L
O.
62
2 
0.
04
8=
ヒ
0,
01
7

2.
91
2=
LO
.1
04
 0
,0
62
 
ΞL
 O
.0
07

2.
13
91
L0
09
7 
00
73
こ
LO
.0
08

1,
75
7」
ヒ
0.
06
1 
 0
.2
52
=L
O.
01
7

06
80
」
LO
.0
29
  
0.
20
2」
ヒ
00
11

0.
62
9」
ヒ
00
25
  
01
54
」
LO
.0
09

02
28
=L
O,
01
9

0.
07
6」
LO
.0
07

00
56
=L
00
07

00
25
」
ヒ
0.
01
9 
 0
.1
40
」
ヒ
0.
00
8 
 1
52
8」
L0
04
6

00
11
±
0.
01
0 
 0
08
0」
LO
.0
05
  
1.
12
6」
二
0.
03
1

0.
01
1±
0.
00
9 
 0
06
7」
LO
.0
05
  
0.
90
4」
LO
.0
20

神
奈
川
県

箱
根
。
笛
塚

ク
・
畑
宿

鍛
 
冶
 
屋

３ ４ ３

静
岡
県

賀 西 峠

多 峠 豆

上 柏 小

３ ３ ４

1.
32
9」
ヒ
0,
07
8 
 0
.2
94
=生
00
18

12
13
」
LO
.1
64
  
0,
31
4」
L0
02
8

0.
11
0」
ヒ
0.
00
8 
 0
.0
52
」
ヒ
00
04

00
41
±
00
06
  
16
97
」
LO
.0
68

00
31
■
00
04
  
1.
69
9」
=0
.1
67

02
97
=L
00
38
 3
.2
11
=L
03
19

0.
08
7」
L0
00
9 
 0
55
1±
0.
02
3

0,
11
3」
LO
.0
07
  
0.
39
1±
0.
02
2

08
29
」
L0
08
9 
 0
.1
54
」
L0
03
0

0.
13
8=
LO
,0
11
  
0.
01
0=
LO
,0
09

0,
14
3」
ヒ
00
07
  
00
09
」
LO
.0
09

05
47
=L
00
54
 0
,0
87
 
ΞL
 O
.0
57

0.
05
9」
L0
00
4 
 0
85
6」
ヒ
0,
01
8

0.
04
7」
LO
.0
04
  
06
63
」
LO
.0
20

00
25
=L
O.
01
4 
0.
42
9=
LO
,0
16

富
山
県

名 ＾
津

02
78
」
LO
.0
13
  
0,
06
5」
ヒ
0,
00
4 
 0
,0
64
」
L0
00
8 
 2
08
4」
L0
09
5 
 0
90
6」
L0
05
7 
 0
64
1」
L0
04
6 
 0
.1
94
」
ヒ
0.
01
4 
 0
.1
02
」
LO
.0
21
  
00
27
」
=0
00
2 
 0
.3
72
」
ヒ
0.
00
9

高 岡 市

二
上
山
第
一

ク
 
第
二

ク
 
第
三

６ ０ ５

３ ４ ４

0,
31
9=
LO
.0
17
 0
.1
13
=L
O.
00
6

0.
71
0」
LO
.0
17
  
02
02
」
生
0.
00
8

04
41
=L
O.
05
2 
0.
10
8=
LO
,0
14

00
40
」
ヒ
0,
00
8 
 1
,7
20
」
LO
.0
80

0.
05
4」
L0
01
1 
 1
99
4」
L0
15
2

0.
07
9 
ΞL
 O
.0
21
  
2.
25
1=
LO
,1
38

07
40
」
L0
05
2 
 0
.6
65
=ヒ
0.
02
9

04
13
」
LO
.0
28
  
0.
84
0」
L0
05
0

07
94
」
ヒ
0,
15
5 
 1
.2
22
」
LO
.0
88

0。
12
1」
LO
.0
26
  
00
47
」
=0
,0
31

01
18
=ヒ
00
25
 0
.0
51
=L
O.
03
1

0.
12
7=
LO
.0
41
  
0,
06
7=
L0
05
3

0,
01
5」
L0
01
4 
 0
39
2」
L0
01
8

0.
02
0」
L0
02
0 
 0
59
9」
LO
.0
24

00
15
」
LO
.0
14
  
0.
41
21
ヒ
0.
02
5

長
野
県

峰 一 二 三 四 五 六 田 倉 峠 池 沢 川

第 第 第 第 第 第 和

ケ 峠 　 　 　 　 　 。 女 草 子 窪

画 四 ク ク ク ク ク 市 四

霧 和 　 　 　 　 　 鷹 男 麦 双 大 横

７． ４
３

‐
７

６
２

３
７

４
７

５
３

５
３

‐
９

６
８

８
３

４
２

４
‐

01
38
=L
00
09
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16
7=
LO
,0
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0.
14
6」
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00
3

0.
24
8」
LO
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48

0.
14
4±
0.
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7

0.
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6±
0,
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9

0.
15
6±
0.
01
1
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」
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00
4

02
23
=L
O.
02
6

0.
26
3」
L0
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0
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52
」
ヒ
00
27

1.
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1±
0.
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7

3.
04
7=
LO
.0
66

00
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=ヒ
0.
00
3

0,
04
9±
0,
00
8

00
32
」
ヒ
00
03

0.
06
4=
LO
,0
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0.
06
3」
LO
.0
04

0,
07
5=
LO
.0
10

00
55
」
L0
00
5

0.
04
2=
L0
00
2

0.
10
2±
0,
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0

01
38
±
00
11

01
29
」
L0
00
7

0 
46
6E
L 
O.
02
1

10
71
■
0.
02
6

0.
10
4±
0.
01
1

01
17
±
00
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01
51
±
0.
01
0

0,
11
4±
0.
01
1

0.
09
4」
ヒ
0,
00
9

0.
07
3±
00
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00
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=L
00
12

0.
12
3±
0.
01
0

0.
05
9」
ヒ
00
08

00
49
=L
00
08

0.
05
9=
ヒ
0.
01
0

0.
04
2」
L0
00
6

0,
11
5±
00
15

1.
33
9」
LO
.0
57

13
46
=L
00
85

1.
46
1±
0.
03
9

1.
52
0±
01
82

1.
37
3」
ヒ
0.
08
5

12
82
=L
00
86

1.
33
3」
LO
.0
64

1,
25
9±
0.
04
1

11
69
■
00
81

14
03
±
0.
06
9

1.
63
0±
0.
17
9

20
05
」
ヒ
01
35
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80
=L
O.
36
6

1.
07
6=
LO
.0
47

18
53
±
0.
12
4

2,
44
9」
ヒ
0.
13
5

16
73
■
01
40

1.
31
1±
0.
03
7

1.
05
3±
0.
19
6

15
23
」
L0
09
3

1,
97
8=
LO
.0
67

0,
70
1■
01
09

0.
53
2」
L0
04
8

0.
66
9」
LO
,0
52

0.
18
2■
0.
01
1

0.
15
8±
0,
01
6

0.
36
0」
ヒ
0.
02
3

0.
11
2±
00
56

0.
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6=
LO
.0
12

02
74
=L
01
04

0.
20
6」
ヒ
00
30

0.
27
5」
LO
.0
58

01
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±
0,
03
1

0,
04
5 
ΞL
 O
.0
10

0.
4
09
」
L0
05
2

07
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」
LO
.0
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0.
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2と
LO
.0
58

0.
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1■
00
44

08
33
」
L0
04
0

0.
27
5」
ヒ
00
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04
09
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0,
04
8

0.
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ヒ
0,
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4
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」
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48
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4」
LO
.0
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0,
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ヒ
0,
03
9
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2=
L0
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9

0.
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LO
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24
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1■
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8

0.
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1±
0.
02
4
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±
00
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01
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±
0.
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5
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12
」
生
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3

0,
13
9=
L0
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6
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=L
00
25
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2±
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02
4
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0=
L0
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2

0,
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6」
ヒ
00
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0.
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0±
0.
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7
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=L
O.
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2

0.
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3 
EL
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0.
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6=
L0
01
6

00
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0.
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2

0.
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ヒ
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8
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3」
L0
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2
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.0
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2
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00
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1=
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00
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36
1■
00
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O.
01
6

0.
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00
7
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」
ヒ
0.
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7
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■
0.
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9

0.
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2
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」
ヒ
00
10
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■
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表
9-
3 
各
黒
耀
石
の
原
産
地
に
お
け
る
原
石
群
の
元
素
比
の
平
均
値
と
標
準
偏
差
値

原
  
産
原
石
群
名
地

析 数
分 個

元
  
  
素
  
  
比

Ca
/K
  
  
  
Ti
/K
  
  
  
h/
1n
/Z
r 
  
  
Fe
/Z
r 
  
  
Rb
/Z
r 
  
  
 S
r/
Zr
  
  
  
Y/
Zr
  
  
  
Nb
/Z
r 
  
  
 A
1/
K 
  
  
 S
i/
K

新
潟
県

一 二 川 山 川 津 川

第 第
渡 ク
石 白 根

佐 　 上 板 大 金 羽

刀 ■ 　 つ と 　 民 υ 　 刀 ■ 　 ９ 々 　 ・会 υ 　 氏 υ

３ １ ４ ４ ２ ４ ５

0.
22
8 
EL
 O
,0
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0.
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3=
LO
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0.
32
1=
ヒ
0,
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7

0.
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2■
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1

0.
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ヒ
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2
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1
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3■
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9
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LO
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6
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」
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LO
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6
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LO
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1
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4
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09
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」
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.0
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0.
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LO
.0
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石
川
県

0.
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.0
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2.
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ヒ
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7 
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ヒ
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表10 九州西北地域原産地採取原石が各原石群に同定される割合の百分率 (%)

九州西北地域原産地地区名 (原石個数)

群石原 腰岳
(26)

100

100

古里

淀姫   陸地
(44)  (66)

37

100

63

11

25

14

14

32

51

24

17

9

古里

海岸
(21)

5

57

33

24

24

5

33

24
48

中町

(44)

2

88

68

57

2

91

80

2

牟田

(46)

24

43

50

26

39

24

39

54

52

大石  椎葉川
(39)  (59)

33

51

100

26

18

28

33

51

49

33
100

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

群

一
二

三

一
二

一
二

三

四

川

岳

姫

第

第

第

第

第

第

第

第

第

里

　

　

町

　

浦

　

　

　

葉

腰

淀

古

　

　

中

　

松

椎

95

12

98
８

　
６

８

　
９

57

93

注 :同定確率を 1%に設定した。古里陸地で採取された原石 1個 (No.6)判定例
=古里第 1群 (62%)、 松浦第 1群 (37%)、 松浦第 2群 (23%)、 腰岳 (21%)が 1%以上で同定さ
れ残 りの125個 の原石群に対しては 1%以下の同定確率であった。古里陸地 (66個 )の腰岳群37%は 66
個の中の37%個は腰岳群に 1%以上の同定確率で帰属される。

」G-1:標準試料―Ando,A,Kurasa、va,H.,Ohmo五,T,&Takeda,E1974 compilation of data on the GJS geoChemical reference
samples JG-l granodiorite and JB-l basalt.GeocheH� cal」ournal, 「ヽol.8175-192(1974)

土

表11 高野原遺跡出上黒耀石製石器の元素比分析結果

析
号

分
香

元   素    比
Ca/K  Ti/K  �ln/Zr Fe/Zr Rb/Zr Sr/Zr  Y/Zr  Nb/Zr  A1/K  Si/K

68706

68707

68708

68709

68710

68711

68712

68713

68714

68715

68716

68717

68718

68719

0.220   0.089

0.231   0.097

0.256   0.093

0.221   0.087

0.194   0.095

0.215   0.090

0.237   0.092

0.232   0。 136

0.239   0.137

0。 212   0.095

0.324   0.103

0.214   0.023

0。 284   0,090

0.281   0.147

0.076

0.065

0.096

0.074

0.018

0.075

0.076

0.014

0.031

0.048

0.056

0.103

0.080

0.023

1.474   0.987

1.744   1.079

1.671   1,044

1.530   0.992

1.308   0,999

1.567   1.084

1.764   1.138

1.255   0,711

1.243   0.663

1.467   0。 999

1.684   1.125

2.671   1.580

1.543   1.080

1.099   0.671

0.402   0.252

0,433   0.311

0.407   0.259

0.379   0。 298

0,318   0,206

0.412   0.267

0.462   0.296

0.382   0.124

0.371   0.148

0.399   0.270

0.781   0.179

0.456   0.386

0.658   0.220

0.396   0.139

0,116   0.023   0.364

0。 125   0.022   0.349

0.081   0.026   0.355

0.070   0.023   0.328

0.055   0.023   0.294

0.079   0.021   0,339

0.061   0.027   0.358

0.040   0.018   0.291

0,051   0.022   0,301

0.127   0.026   0.339

0.061   0.027   0.367

0,268   0.016   0.349

0.089   0,028   0.366

0,033   01021   0.301

」G-1 0.786   0.211   0.075   3.942   0.973   1.260   0.332   0.063   0.025   0.320
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表12 高野原遺跡出上の黒耀石製遺物の原材産地推定結果

注意 :近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖味にも関わらず結果のみを報告される場合があります。本報告で
は日本における各遺跡の産地分析の判定基準を一定にして、産地分析を行っていますが、判定基準の異なる研究方法 (土器
様式の基準も研究方法で異なるように)に も関わらず、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全く関係 (相互
チェックなし)あ りません。本研究結果に連続させるには本研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料と
する場合には常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする必要があります。

物

号

遺

呑

析

号

分

番

料

号

試

番

出土

地区

原石産地 (確率) 半J 定 備 考

68706 No.1-1地点 -10 桑ノ木津留第1群 (14%) 桑ノ木津留

68707 No.2-1地点 -1ユ 桑ノ木津留第1群 (0.3%) 桑ノ木津留

68708 No.3-1地点-12 桑ノ木津留第1群 (0.3%) 桑ノ木津留

68709 No.4-1地点 -30 桑ノ木津留第1群 (26%) 桑ノ木津留

68710 No.5-1地点-35 白浜 (35%) 白浜

68711 No.6-1地点-38 桑ノ木津留第1群 (90%) 桑ノ木津留

68712 No.7-1地点 -51 桑ノ木津留第1群 (3%) 桑ノ木津留

68713 No.8-1地点-113 日東 (26%)、 五女木 (19%)、 白浜 (1%) 日東

68714 No.9-1地点-133 日東 (0。9%) 日東

68 68715 No.10-2地点-5 桑ノ木津留第1群 (27%) 桑ノ木津留

68716 No.11-2地点-8 UT-1群 (16%) UT-1群

68717 No.12-3地点-10 腰岳(40%)、古里第1群 (16%)、松浦第2群 (27%)、松浦第1群 (5%) 腰岳

86 68718 No.13-3地点-12 桑ノ木津留第2群 (2%) 桑ノ木津留

89 68719 No。 14-4地点-105 五女木 (57%)、 日東 (33%) 日東

L
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第 2節 高野原遺跡における放射性災素年代測定

株式会社 古環境研究所

1 試料と方法

資料名   地点・層準      種類 前処理・調整 測定法

No.1   7号 土坑、 6層 上   炭化物   酸―アルカリー酸洗浄、石墨調整    AMS法
No.2   1号 土坑 -41     炭化物   酸一アルカリー酸洗浄、石墨調整    AMS法
No。 3   3号 土坑 -61     炭化物   酸一アルカリー酸洗浄、石墨調整    AMS法
No.4  11号 土坑、底面    炭化物   酸一アルカリー酸洗浄、石墨調整    AMS法
No.5   第 4地点、 9b層     土壊   酸洗浄、低濃度処理         β線計数法

※AMS法 :加速器質量分析法

2 測定結果

試料名   14c年 代   δ13C  補正HC年代   暦年代 (西暦 )
(年BP)    協。)     (年BP)

測定No.

Beta―

No.1    2390± 50   -26.7    2370± 50     交点 i cal BC405             144212
l σ ical BC420～ 390

2 σ ical BC750 ～695,540～ 375

No.2    8550± 60    -25.6     8540± 60      技こ)ミ i cal BC7580               144213

l σ :cal 13C7595-7555

2 σ :cal BC7615々ヤ7520

No.3  9120± 60  -26.5   9100上 60   交点 :cal BC8280         144214
l σ i cal13C8300-8260

2 σ :ca1 13C8440-8230

No.4   930± 40   -23.6    950± 40    交点 i cal AD1040           144215
l σ ical AD1025～ 1155

2 σ ical AD1005～ 1185

No.5    23440 ±340   -16.5     23570 ±350                -                       144216

1)14C年代測定値 試料の望C/ψ C比から、単純に現在 (1950年 AD)か ら何年前かを計算した値。14c

の半減期は国際的慣例に従い5,568年 を用いた。

2)δ 13C測定値 試料の測定望C/12c比を補正するための炭素安定同位然比 (硝 C/セ C)。 この値は標準
物質 (PDB)の 同位体比からの千分偏差 (%。)で表す。

3)補正14C年代値 δ13C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、14C/12Cの測定値に補正値を
加えた上で算出した年代。

4)暦年代 過去の宇宙線強度の変動による大気中14c濃度の変動を補正することにより算出した年代
(西暦)。 補正には、年代既知の樹木年輪のWCの詳細な測定値、およびサンゴのU― Th年代と14C年代の

比較により作成された補正曲線を使用した。最新のデータベース (WINTCAL98 Radiocarbon Age

CalibrationW Stuiver et al,1998,Radiocarbon 40(3))に より、約19,000年 BPま での換算が可能となって

いる。ただし、10,000年 BP以前のデータはまだ不完全であり、今後も改善される可能性がある。

暦年代の交点とは、補正14c年代値と暦年代補正曲線との交点の暦年代値を意味する。lσ (68%確

率)。 2σ (95%確率)は、補正14c年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したが

って、複数の交点が表記 される場合や、複数のとσ。2σ値が表記される場合もある。

五
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第 3節 高野原遺跡における植物珪酸体分析

株式会社 古環境研究所

1 はじめに

植物珪酸体は、植物の細胞内にガラスの主成分である珪酸 (Si0 2)が蓄積したものであり、植物が枯

れたあとも微化石 (プラント・オパール)と なって土壌中に半永久的に残っている。植物珪酸体分析は、

この微化石を遺跡土壌などから検出する分析であり、イネをはじめとするイネ科栽培植物の同定および古

植生・古環境の推定などに応用されている (杉山、2000)。

2 試料

分析試料は、第 1地点土層Aの北地点と南地点、第 4地点北地点、第 4地点 9層石器集中部、および陥

穴状遺構 (1号土坑、 2号土坑、 3号土坑、 7号土坑、 8号土坑)から採取された計54点である。試料採

取箇所を分析結果の柱状図に示す。

3 分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、プラント・オパール定量分析法 (藤原、1976)を もとに、次の手順で行っ

た。

1)試料を105℃で24時間乾燥 (絶乾)

2)試料約 lgに直径約40μ mの ガラスビーズを約0.02g添加 (電子分析天秤により0.lmgの精度で秤量)

3)電気炉灰化法 (550℃ ・ 6時間)に よる脱有機物処理

4)超音波水中照射 (300W・ 42KHz。 10分間)に よる分散

5)沈底法による20μ m以下の微粒子除去

6)封入剤 (オイキット)中に分散してプレパラート作成

7)検鏡・計数。

同定は、イネ科植物の機動細胞に由来する植物珪酸体をおもな姑象とし、400倍の偏光顕微鏡下で行っ

た。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほぼプレパラィト1枚分の精査に相

当する。試料 lgあたりのガラスビーズ個数に、計数された植物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけ

て、試料 lg中の植物珪酸体個数を求めた。

また、おもな分類群についてはこの値に試料の仮比重と各植物の換算係数 (機動細胞珪酸外 1個あたり

の植物体乾重、単位 :10-5gを かけて、単位面積で層厚lcmあ たりの植物体生産量を算出した。イネ

(赤米)の換算係数は2.94(種実重は1.03)、 ヒエ属 (ヒエ)は 8.40、 ヨシ属 (ヨ シ)は 6.31、 ススキ属 (ス

スキ)は 1.24、 メダケ節は1.16、 ネザサ節は0,48、 クマザサ属 (チシマザサ節・チマキザサ節)は 0,75、 ミ

ヤコザサ節は0。30である。タケ亜科については、植物体生産量の推定値から各分類群の比率を求めた。
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4 分析結果

(1)分類群

分析試料から検出された植物珪酸外の分類群は以下のとおりである。これらの分類群について定量を行

い、その結果を表13～ 19に示した。主要な分類群について顕微鏡写真を示す。

〔イネ科〕 イネ、ヒエ属型、エノコログサ属型、キビ族型、ヨシ属、ススキ属型 (お もにススキ属)、 ウ

シクサ族A(チ ガヤ属など)、 シバ属

〔イネ科―タケ亜科〕 ネザサ節型 (お もにメダケ属ネザサ節)、 クマザサ属型 (チ シマザサ節やチマキザ

サ節など)、 ミヤコザサ節型 (お もにクマザサ属ミヤコザサ節)、 未分類等

〔イネ科―その他〕 表皮毛起源、棒状珪酸体 (お もに結合組織細胞由来)、 茎部起源、未分類等

〔樹木〕 ブナ科 (シ イ属)、 ブナ科 (ア カガシ亜属 ?)、 クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)、 多角形

板状 (ブナ科コナラ属など)、 その他

(2)植物珪酸体の検出状況

1)第 1地点土層A北地点 (表14) K―Ah混層 (試料 1)か ら④層 (試料15)ま での層準について分析

を行った。その結果、④層 (試料15)では、植物珪酸体がほとんど検出されなかった。③層 (試料13)か

ら②層にかけては、ミヤコザサ節型などが検出されたが、いずれも少量である。①層 (試料11)か ら�層

(試料 9)にかけては、ミヤコザサ節型が増加傾向を示しており、�層 (試料 9)ではウシクサ族Aやク

マザサ属型が出現している。�b層 (試料 6、 7)か ら�a層 (試料 5)にかけては、ウシクサ族Aやク

マザサ属型が増加しており、キビ族型が出現している。�層 (試料 2～ 4)では、クマザサ属型が減少し、

ススキ属型や樹木 (その他)が出現している。K―Ah混層 (試料 1)では、ブナ科 (シ イ属)が出現して

いる。おもな分類群の推定生産量によると、①層から�層にかけてはミヤコザサ節型、�b層から�a層

にかけてはクマザサ属型が優勢であることが分かる。

2)第 1地点土層A南地点 (表15) �層 (試料 1)から12層 (試料 3)ま での層準について分析を行っ

た。その結果、12層 (試料 3)では、キビ族型、ウシクサ族A、 クマザサ属型、ミヤコザサ節型などが少

量検出された。④層 (試料 2)および�層 (試料 1)でも、おおむね同様の結果であるが、�層 (試料 1)

ではススキ属型や樹木 (その他)が出現している。

3)第 4地点土層H(表16) 1層 (試料 1)から13層 (試料24)ま での層準について分析を行った。そ

の結果、13層 (試料24)で は、キビ族型、クマザサ属型、ミヤコザサ節型などが検出されたが、いずれも

少量である。12層 (試料23)か ら11層 (試料21)にかけては、キビ族型が増加しており、エノコログサ属

型やウシクサ族Aも 出現している。10層 (試料20)か ら9層 (試料17)にかけては、ウシクサ族Aが増加

しており、ススキ属型やシバ属も出現している。AT層準の 8層 (試料15)では、植物珪酸外はまったく

検出されなかった。 8層直上 (試料14)か ら6層 (試料10)にかけては、ミヤコザサ節型が比較的多く検

出され、キビ族型やクマザサ属型なども部分的に少量検出された。また、試料12では樹木起源 (ブナ科
コ

ナラ属など)も 少量検出された。樹木は一般に植物珪酸合の生産量が低いことから、少量が検出された場

合でもかなり過大に評価する必要がある。4層下部 (試料 7)にかけても、おおむね同様の結果であるが、

5層 (試料 8)では一時的にミヤコザサ節型が増加している。 4層上部 (試料 5、 6)では、ブナ科 (シ

イ属)やマンサク科 (イ スノキ属)が出現しており、クマザサ属型はほとんど見られなくなっている。 3
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層 (試料 3、 4)では、ブナ科 (シ イ属)や樹木 (その他)が増加しており、ブナ科 (ア カガシ亜属 ?)

ゃクスノキ科も出現している。 2層 (試料 2)か ら1層 (試料1)イこかけては、ブナ科 (シ イ属)がさら

に増加しており、 1層ではイネが1,500個 /gと少量検出された。おもな分類群の推定生産量によると、 9

層ではススキ属型、 7層から4層にかけてはミヤコザサ節型が優勢となっていることが分かる。

4)第 4地点 9層石器集中部 (表17)石器が検出された 9層中位 (試料 1～ 5)について分析を行った。

その結果、ウシクサ族Aが比較的多く検出され、エノコログサ属型、キビ族型、ススキ属型、ミヤコザサ

節型なども検出された。また、試料1～3では樹木 (その他)、 試料 2ではヒエ属型も検出された。

5)1号土坑 (表18) 遺構埋上の②層 (試料 1)～⑤層 (試料 7)お よび遺構底面 (試料 8)について

分析を行った。その結果、遺構底面 (試料 8)では、キビ族型、クマザサ属型、ミヤコザサ節型などが検

出されたが、いずれも少量である。埋土底部の⑤層 (試料 5、 7)では、ススキ属型、ウシクサ族 A、 ネ

ザサ節型が出現している。④層 (試料 3)と②層 (試料 1)で もおおむね同様の結果である。

6)8号土坑 (表19) �層と遺構埋上の①②層について分析を行った。その結果、ブナ科 (シイ属)や

樹木 (その他)が多量に検出され、ブナ科 (ア カガシ亜属 ?)、 クスノキ科、マンサク科 (イ スノキ属)

も比較的多く検出された。イネ科では、キビ族型、ススキ属型、ウシクサ族A、 ネザサ節型などが検出さ

れたが、いずれも少量である。

7)陥穴状遺構の逆茂木内 (表19) 1号土坑、 2号土坑、 3号土坑、 7号土坑の逆茂木内の試料につい

て分析を行った。その結果、 1号土坑、 2号土坑、 3号土坑はウシクサ族A、 クマザサ属型、ミヤコザサ

節型などが検出されたが、いずれも少量である。 2号土坑ではクスノキ科も検出された。

7号土坑では、ブナ科 (シイ属)や樹木 (その他)が比較的多く検出され、クスノキ科、マンサク科

(イ スノキ属)も 検出された。イネ科では、キビ族型、ウシクサ族 A、 ミヤコザサ節型などが検出された

が、いずれも少量である。

5 植物珪酸体分析か ら推定される植生 と環境

(1)AT直下層について

石器が出土した姶良Tn火山灰 (AT、 約2.4-2.5万 年前)直下層の堆積当時は、ススキ属やチガヤ属を

主体としてエノコログサ属やキビ族なども生育するイネ科植生であったと考えられ、ミヤコザサ節などの

ササ類も見られたと推定される。

ササ類は森林の林床でも生育が可能であるが、ススキ属やチガヤ属は日当りの悪い林床では生育が困難

である。したがって、当時の遺跡周辺は森林で覆われたような状況ではなく、日当りの良い草原的な環境

であったと推定される。

タケ亜科のうち、メダケ属のネザサ節やメダケ節は温暖、クマザサ属は寒冷の指標とされており、ネザ

サ率 (両者の推定生産量の比率)の変遷は、地球規模の氷期―間氷期サイクルの変動とよく一致すること

が知られている (杉山・早田、1996)。 ここでは、クマザサ属ミヤコザサ節が優勢であることから、当時

は比較的寒冷な気候環境であったと推定される。クマザサ属のうちチシマザサ節やチマキザサ節は積雪に

対する適応性が高いとされ、ミヤコザサ節は太平洋側の積雪の少ないところに分布している (室井、1960)。

このことから、当時は積雪の少ない比較的乾燥した環境であったと推定される。

―
止
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エノコログサ属の密度は1,000～ 2,000個/g前後と比較的低い値であるが、エノコログサ属は葉身中にお

ける植物珪酸体の密度が低いことから、植物体量としては過大に評価する必要がある。エノコログサ属に

は、エノコログサなどの野生種の他に栽培種のアワが含まれるが、現時点ではこれらを識別することは困

難である (杉山ほか、1988)。 これは、植物分類上でも両者の差異が不明確なためである。また、キビ族

にはヒエ属 (ヒエが含まれる)やキビ属 (キ ビが含まれる)に近似したものが含まれている。青森県三内

丸山遺跡 (縄文時代前期)ではイヌビエが食糧として利用されていた可能性が指摘されているが (藤原、

1998)、 ここでもエノコログサ属 (エノコログサ)な どの種実が食糧として利用されていた可能性が示唆

される。このような可食植物の利用については、当時の生業を考える上で重要な問題であることから、今

後とも慎重に検討していく必要がある。

(2)ATよ り上位層について

ATの上層から霧島小林軽石 (Kr― Kb、 約1.4-1.6万年前)混層にかけては、クマザサ属 (お もにミヤ

コザサ節)な どのササ類を主体としたイネ科植生が継続されていたと考えられ、比較的寒冷な気候環境で

推移したと推定される。また、Kr―Kb混層とその下層ではチシマザサ節やチマキザサ節の比率が増加して

いることから、この時期にはそれ以前よりも積雪量 (降水量)が増加した可能性が考えられる。

クマザサ属などのササ類は、氷点下 5℃程度でも光合成活動をしており、雪の中でも緑を保っているこ

とから、大半の植物が落葉または枯死する秋から冬にかけてはシカなどの草食動物の重要な食物となって

いる (高槻、1992)。 遺跡周辺にクマザサ属などのササ類が豊富に存在したことは、当時の動物相を考え

る上でも重要である。

Kr― Kb直上層でも、おおむね同様の状況であったと考えられるが、鬼界アカホヤ火山灰 (K― Ah、 約

6,300年前)直下層およびその下層の時期には、遺跡周辺でシイ類、カシ類、クスノキ科、イスノキ属な

どの照葉樹林が成立したと推定される。このような植生変化は、完新世における気候温暖化の影響による

ものと考えられる。南九州の沿岸部では、約7,500年前までにはシイ属を主体とした照葉樹林が成立して

いたと考えられているが (杉山、1999)、 本遺跡周辺でもおそらくこの頃に照葉樹林が成立したと推定さ

れる。K― Ahの上層の時期には、遺跡周辺でシイ類などの照葉樹林が拡大したと考えられ、現表上では

調査地点もしくはその近辺で稲作が行われていたと推定される。

(3)V層 について

第 1地点土層Aの北地点と南地点では、Kr― Kbよ り下位に位置する�層が同一層準に対比されるかど

うかが検討課題となっていた。分析の結果、北地点ではミヤコザサ節が主体となっているのに対して、南

地点ではミヤコザサ節はまったく検出されず、ススキ属やチガヤ属が主体となっている。このことから、

両者の層準および堆積時期は異なっていると判断される。

(4)る とし穴遺構について

1号土坑の遺構埋土については、植物珪酸体の組成や量などから、縄文時代早期とされる土層に対比さ

れる可能性が高いと考えられる。また、照葉樹起源の植物珪酸体が認められないことから、照葉樹林が成

立したと考えられる約7,500年前よりも以前の土層である可能性が高い。 3号土坑についても同様と考え

られる。

2号土坑と7号土坑の埋土 (逆茂木内)については、シイ属やクスノキ科などの照葉樹起源が検出され
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ることから、約7,500年前より以降の土層である可能性が高いと考えられる。 8号土坑の埋土については、

シイ属などの照葉樹起源が多量に検出されることから、K―Ahの堆積以降の上層である可能性が高いと考

えられる。

6 まとめ

石器が出土した姶良Tn火山灰 (AT、 約2.4-2.5万年前)直下層の堆積当時は、ススキ属やチガヤ属を主

体としてエノコログサ属やキビ族なども生育する草原的な環境であったと考えられ、ミヤコザサ節などの

ササ類も生育する比較的寒冷で積雪の少ない乾燥した環境であったと推定される。エノコログサ属 (ア ワ

が含まれる)やキビ族 (ヒエ属やキビ属が含まれる)については、種実が食糧として利用されていた可能

性が示唆されるが、当時の生業を考える上で重要な問題であることから、今後とも慎重に検討していく必

要がある。

ATの上層から霧島小林軽石 (Kr― Kb、 約1.4-1.6万年前)の上層にかけては、クマザサ属 (お もにミ

ヤコザサ節)な どのササ類を主体としたイネ科植生が継続されていたと考えられ、比較的寒冷な気候環境

で推移したと推定される。また、ササ類の種類の変化から、Kr― Kbの下層の時期にはそれ以前よりも積

雪量 (降水量)が増加した可能性が考えられる。

鬼界アカホヤ火山灰 (K― Ah、 約6,300年前)の下層の時期には、遺跡周辺でシイ類、カシ類、クスノ

キ科、イスノキ属などの照葉樹林が成立したと推定される。K― Ahの上層の時期には、遺跡周辺でシイ

類などの照葉樹林が拡大したと考えられ、現表上では稲作が行われていたと推定される。
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表14 高野原遺跡第 1地点土層A北地点における植物珪酸体分析結果
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表18 高野原遺跡第 1地点 1号土坑における植物珪酸体分析結果
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第Ⅶ章 まとめ

高野原遺跡の後期旧石器時代前半について

第 I・ Ⅱ石器文化期の設定

第4地点 9。 10層出土石器群は、①AT火山灰層下面から約30cm～ 50cm下の、10層上面から9b層中に包

含されるものと、②AT火山灰層直下に包含されるものとに層位的に分かれる。さらに、①と②の主分布

域は10m以上離れており、石器石材の利用も全く異なる。①②の各石器群に見られる特徴と層位的な条件

から、①②の間に編年差があると判断し、①を第 I石器文化期、②を第Ⅱ石器文化期と呼称したい
註1)。

註 1)な お、①の石器群は40cm前後のレベル差をもって包含されると判明しており、①②は同一時期の所産となる可能

性も否定できない。この点については、周辺遺跡の調査成果などをか照しながら検討するとし、現段階では第 I。 第Ⅱ石

器文化期と分けて理解しておきたい。

第 I・ Ⅱ石器文化期と火山灰の関係

第 I・ Ⅱ石器文化期の包含層の前後には、 8層 (AT火山灰層)の ほか、 9b層 、11層、12層 (ア ワオ

コシ風成層)な どの複数の火山灰層の堆積が確認された。 9b層、11層中の火山性堆積物の降下年代
。供

給源については現在調査中である。これらの火山性堆積物は、AT下位石器群の新たな年代的指標となる

可能性が高く、全容の解明が待たれる。

第 I石器文化期の石器群について

88点の制片石器と、15点の礫で構成される。

利用石材

孝J片石器の利用石材は、石材 Iと チヤートである。

チャートは、高岡町周辺では高岡山地の四万十累層群中に若干含まれる。出土したチャートがこれと同

一のものであるかは、調査を継続中である。

石材Iは、ぬめり感のあるツルツルした黒色の石材であり、当該期の利用石材の主体となる。石材 Iに

ついて、肉眼観察の結果、大淀川流域で獲得可能な頁岩であると考えていたが、より詳細な鑑定を宍戸章

氏に依頼した。宍戸氏の顕微鏡観察の結果、石材I中に流紋岩やホルンフェルスの特徴を持つものが多く

含まれるとの指摘を受けた。さらに、宍戸氏によれば、大淀川流域では流紋岩・ホルンフェルスは採取さ

れず、頁岩は採取可能であるという。

今回の石材分析では石材 Iの石材名特定には至らず、石材 Iが大淀川で採取可能であるのか否かを決定

できなかった。この点については、今後も調査を継続していきたい。

石器ブロックとその内容

石器ブロックは石材 Iで構成されるもの3ケ所、チャートで構成されるもの lヶ所の、計 4ブロックが

認識された。

チャート製石器は剖片 3点 (切断面ある剤片を含む)のみであり、石核や砕片は出上していない。ま

た剥片ごとの石質は異なっており、それぞれが異母岩の可能性が強い。チヤート中の器種組成、石質の特

徴からは、チャートが用いられた、本遺跡内での積極的な石器製作の痕跡はうかがえない。チャート
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製象J片については、他所より持ち込まれた可能性を想定しておきたい。

石材 I製石器の内訳は、石核 4点、剥片63点、何らかの痕跡 (ス クレイパー、微細剥離ある、二次加工

ある)があるもの18点の計85点で構成される。接合関係が頻繁に確認され、ブロック内で収まるもの、ブ

ロック間にまたがるものが見られた。接合関係は、実に85点中15例 58点 (接合率68%)に見られるのであ

る。接合資料には、意図せず縦割れを起こした剣片どうしの接合や、スクレイパーの刃部作出に伴う接

合も確認できる。頻繁な接合関係とその内容から、本遺跡内で、石材 Iが用いられた石器製作がなされた

といえる。

剣片剣離技術

第 I石器文化期の石器のうち、石材 Iにみられる剥片求J離技術について触れておきたい。

1、 打面転移された石核が存在する。

2、 剣片剣離に先立ち、打面調整されるもの、されないものがある。

3、 縦長剖片は、剣片類 (加工の施されたものも含めて)81点中、 5点 と少ない。

4、 剥離時の衝撃で、打点から縦に裂けてしまった剥片が多い。

5、 意図的な切断と偶発的な折れの両者があり、後者は頻繁に起きている。

以上の 1～ 5よ り、第 I石器文化期の石材 I製石器群は、縦長象J片が若干存在するものの、明確な縦

長剥片剥離が主体となっていない時期の所産といえる。

第Ⅱ石器文化期の石器群について

ラウンドスクレイパー 1点からなる。ラウンドスクレイパーは黒耀石製で、自然科学分析の結果、日東

産黒耀石と判明した (第Ⅵ章)。 ラウンドスクレイパー以外には、剥片 。石核など何ら出土していない。

ラウンドスクレイパーを用いた作業場であった可能性を考えておきたい。

高野原遺跡の後期旧石器時代後半について

後期旧石器時代後半の資料として、第 1地点のナイフ形石器、第 2地点のナイフ形石器、船野型細石刃

核のブランクの可能性がある資料がある。第 1・ 2地点の成果から、少なくともナイフ形石器文化期の存

在は確実で、第 2地点のブランクが妥当であれば、細石刃文化期も存在することとなる。

やや時期的根列に弱い遺物として、第 1地点のスクレイパー・二次加工あるまJ片・微細剣離ある剣片 。剣

片・石核・敲石、第 4地点第 5層出上の大形剣片がある。また、第 4地点第 5層中で、 6号土坑が検出さ

れた。掘り込みは浅く、遺物などの鵬土もない。

高野原遺跡の縄文時代早期について

土坑の形状と性格

第 1地点と第 4地点で 1～ 5、 7～ 10号までの、 9基の上坑が検出された。

床面ピットの有無に注目すると、床面の長軸上に2ヶ所のピットをもつ①⑤、床面及び壁面の立ち上が

りに複数のピットをもつ④⑥と、床面ピットをもたない②③⑦とがある。

床面ピットをもつものは、従来から言われるように狩猟用の陥し穴であろう。
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土坑の分類と特徴

分類 土坑 平面プラン 床面プラン 床面ピットの有無 そのほか

① 1・ 2・ 3 楕円形か隅丸方形 隅丸方形 2ヶ所 75～90度の立上り

② 5 楕円形 円形 な し

③ 4 楕円形 楕円形 な し

④
ウ
イ 長楕円形 長楕円形 多数

⑤ 9 隅丸方形 隅丸方形 2ケ所

⑥ 8 長楕円形 長精円形 床面・壁面下部にあり

⑦ 10 長楕円形 長楕円形 な し

床面ピットをもたないもののうち、②の 5号土坑は遺構形状が床面ピットをもつものに近く、狩猟用の

陥し穴と想定しておきたい。③⑦は底面にピットをもたないのと同時に、遺構形状も他土坑と異なってい

る。⑦の10号土坑については、高岡町天ヶ城遺跡註2)に類例がある。これらについては、調査区内の遺構

密度や地形の勾配、遺物量などを考え合わせた結果、狩猟用の陥し穴である可能性も捨てきれない。

註2)島田正浩 1998 『天ケ城跡上巻』高岡町埋蔵文化財調査報告書第16集 高岡町教育委員会

土坑の時期

遺物などから時期の推定される土坑は、 1号土坑のみである。床面直上で知覧式上器が出土し、縄文時

代早期前葉の陥し穴である可能性が高い。また、床面ピット内土壌の植物珪酸体分析の結果、照葉樹起源

の珪酸体が検出されたか否かで、約7,500年前以前に埋没した 1・ 3号土坑、約7,500年前以降に埋没した

2・ 7号土坑と推定された (第 6章第 3節 )。

なお、 8号土坑は自然化学分析の結果、アカホヤ堆積以降のものと推定された。 8号土坑はアカホヤ火

山灰 。牛すねローム混土層に覆われた状態で検出された。本来の掘り込み面はすでに削平され検証は困難

であるが、縄文時代早期以降の可能性も考えられる。

出土遺物

土器は、知覧式上器・塞ノ神式上器のほか押型文土器が出土した。49は桑ノ丸式や下剣峰式土器にみら

れるバケツ形円筒形の器形に山形押型文が施された折哀土器である。石器は、打製石鏃・二次加工景J片・

磨石 。凹石などが出上した。遺物総量は縄文時代早期の遺跡の中では少なく、特定器種への偏りも見られ

ない。

高野原遺跡の平安時代 について

第 4地点H号土坑がある。土坑床面直上から採取された炭化物をC14年代測定にかけたところ、

AD1040年の暦年代が示された。第 4地点は、表土除去時点で二次アカホヤ層が露出し、平安時代の遺物

も出上していない。これは、11号土坑の本来の掘り込み面がすでに削平された結果と推測される。今後、

周辺遺跡で当該期の遺構・遺物が広がる可能性がある。
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図版 1

遺跡遠景 (東方を望む)



:調査区近景上 :調査区遠景 (北方を望む)、 下
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上 :第 4地点土層 J、 下 :第 4地点 9層遺物出土状況
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